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1 彦根商工会議所通信 vol.35

お問合せ・お申込み先  彦根商工会議所
〒522-0063 彦根市中央町 3-8
 TEL.0749-22-4551／ FAX.0749-26-2730
Ｅ-mail　soumu@hikone-cci.or.jp
ＨＰ       http://www.hikone-cci.or.jp/

受付時間 8：30 ～ 17：15
（土日・祝日、年末年始・ＧＷ・お盆等で休館時は受付不可）
・免除科目がある場合は、申込時に、証明書類を持参・提示してください。
・会場等の都合で、受付時間・施行日等を変更する場合があります。
・受験料（消費税８％が含まれています）を添えてお申し込みください。
・申込締切日は厳守してください。締切日以降はお受けできません。

平成29年度 彦根商工会議所 検定試験日程発表!!

施行日

６/11（日）

11/19（日）

Ｈ30．2/25（日）

   　申込受付期間

4/3（月）～  5/12（金）

9/11（月）～10/20（金）

12/18（月）～Ｈ30．1/26（金）

回

146

147

148

※148回は１級施行なし、２～３級のみ
※現行の４級は平成28年末をもって終了し、本年４月
より「初級」を創設しネット試験方式で施行します。

※簿記のみ、当所ホームページからネット申込可。詳細
はホームページをご覧ください。
（申込受付期間のみフォームがHP上に掲載されます。）
◇受験料　１級 7,710円 ・２級4,630円
　　　　　３級 2,800円（改定）

◇受験料（全て改定）
そろばん（珠算）  １級 2,300円・２級1,700円・
３級 1,500円・４級～６級 1,000円・7～10級 900円
暗算 1～10級 900円

◇受験料（全て改定）　
珠算・暗算両方 2,900円／珠算のみ2,500円／
暗算のみ 1,200円

◇受験料　２級5,660円 ・３級4,120円

日商簿記

施行日 申込受付期間（窓口）回 級

2

3

2

3

リテールマーケティング（販売士）

施行日

６/25（日）

10/22（日）

Ｈ30．2/11（日）

   申込受付期間（窓口）

4/17（月）～  5/25（木）

8/14（月）～  9/21（木）

12/4（月）～Ｈ30．1/11（木）

回

210

211

212

そろばん（珠算）・暗算

施行日

６/25（日）

10/22（日）

Ｈ30．2/11（日）

   申込受付期間（窓口）

4/17（月）～  5/25（木）

8/14（月）～  9/21（木）

12/4（月）～Ｈ30．1/11（木）

回

120

121

122

段位

■企業が求める資格、第１位！

■マーケティング力強化で流通・
　小売をリードする！

■記憶力や集中力アップ！学力向上の効果も

7/8（土） 5/８（月）～6/16（金）

Ｈ30．2/21（水） 12/18（月）～ H30.1/26（金）
■ 珠算や暗算のさらなるステップアップを

（東京商工会議所検定試験の日程は不易流行３月号に掲載します）
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彦
根
商
工
会
議
所
は
２
０
１
４
年
、「
ひ

こ
ね
ブ
ラ
ン
ド
開
発
委
員
会
」を
設
置
し
、

「
彦
根
と
い
う
都
市
の
あ
る
べ
き
姿
、望
む

べ
く
カ
タ
チ
」を
論
じ
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
。歴
史
あ
る
城
下
町
を
目
指
す
の

か
、ま
た
利
便
性
の
高
い
効
率
都
市
な
の

か
、持
続
的
な
経
済
効
果
は
ど
う
な
の
か
、

さ
ら
に
都
市
人
口
を
維
持
す
る
た
め
に
定

住
者
・
来
訪
者
を
呼
び
込
む
た
め
に
ど
の

よ
う
な
選
択
を
す
る
の
か
、な
ど
の
議
論
で

あ
る
。マ
ク
ロ
的
視
点
と
現
状
の
問
題
点

の
双
方
を
論
じ
な
が
ら「
ひ
こ
ね
ブ
ラ
ン

ド
」の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
へ
の
同
意
形
成

を
行
っ
た
。

　
そ
し
て
、『
歴
史
を
愉
し
む
城
下
町
、彦

根
』を
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、全
国
・

世
界
を
視
野
に
入
れ
た
集
客
交
流
産
業
を

成
長
ド
ラ
イ
バ
ー
と
す
る
こ
と
と
、市
民
の

「
誇
り
」を
呼
び
起
こ
し
郷
土
愛
を
高
揚

さ
せ
る
こ
と
を
戦
略
と
し
て
決
定
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
世
界
中
の
人
々
が
、一
生
に

一
度
は
滞
在
し
て
み
た
い
と
思
う「
憧
れ

の
街
」の
リ
ス
ト
に
彦
根
を
加
え
て
も
ら

え
る
よ
う
、対
外
的
な
ア
ピ
ー
ル
も
必
要
と

な
る
。

　
２
０
１
５
年
、誘
客
の
た
め
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
組

織「
近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会
」を

近
隣
の
２
市
４
町
で
設
立
。そ
の
後
法
人

化
し
、現
在
は
観
光
庁
登
録
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ

候
補
法
人
と
な
り
、「
一
般
社
団
法
人
近
江

ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
」に
名
称
変
更
。歴
史

都
市
の
魅
力
を
磨
き
上
げ
、全
国
世
界
に

発
信
す
る
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

　
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
は
設
立
以
来
、

「
観
光
集
客
産
業
を
主
軸
と
し
た
地
域
経
済

活
性
化
」を
推
進
す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
、

「
観
光
集
客
産
業
を
主
軸
と
し
た
地
域
経
済

活
性
化
」を
目
的
に
地
域
連
携
を
含
ん
だ

ス
キ
ー
ム
を
構
築
。国
内
外
か
ら
の
来
訪

者
の
消
費
に
よ
る
経
済
パ
イ
の
増
大
と
、広

義
で
の
観
光
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
よ
る
雇
用

拡
大
・
地
域
の
全
産
業
の
活
性
化
を
目
指

し
て
い
る
。更
に
、商
工
会
議
所
と
協
働
し
、

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
成
長
の
享
受
を

可
能
と
す
る
体
制
へ
の
進
化
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
２
０
１
６
年
、内
閣
府
地
方
創
生
本
部
や

県
・
市
町
の
支
援
を
受
け
て
歴
史
遺
産
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
文
化
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る

集
客
事
業
を
行
っ
て
い
る
。「D

ram
atic 

Legacy 

歴
史
遺
産
で
発
信
す
る
物
語
」で

あ
る
。

　
３
月
に
は「
佐
野
史
郎
＆
山
本
恭
司
・
小

泉
八
雲 

朗
読
の
夕
べ
in 

彦
根
」が
清
凉
寺

で
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
が
彦
根
城
梅

林
で
行
わ
れ
、Dram

atic Legacy

の
最

後
を
飾
る
光
の
試
み
と
し
て
、「
彦
根
を
よ

り
魅
力
的
に
彩
る
ラ
イ
テ 

ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
」が
行
わ
れ
る
。

　
３
月
18
日
か
ら
は
い
よ
い
よ
国
宝
・
彦

根
城
４
１
０
年
祭
も
開
催
と
な
る
。そ
し

て
遂
に
、Dram

atic Legacy

と
並
行
し

て
進
め
て
き
た「
近
江「
美
食
都
市
」推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
、桜
の
季
節
を
前
に
本

格
始
動
す
る
。

　　
美
食
都
市
と
は「
地
域
の
食
材
に
ふ
れ

る
こ
と
の
で
き
る
市
場
や
直
売
店（
ま
た

は
生
産
地
）が
あ
り
、郷
土
料
理
、伝
統
料
理

や
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど
を
体
験
で
き
る
飲

食
店
、老
舗
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、そ
し

て
飲
食
の
楽
し
み
を
生
産
者
・料
理
人
と

と
も
に
体
験
で
き
る
フ
ー
ド
イ
ベ
ン
ト
や

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
あ
る
都
市
で

あ
る
。か
つ
、そ
れ
ら
が
観
光
情
報
と
し
て

発
信
さ
れ
て
い
る
都
市
」を
い
う
。

　
産
地
、或
い
は
市
場
、直
売
所
が
あ
る
。レ

ス
ト
ラ
ン
、食
べ
歩
き
が
で
き
る
ま
ち
、地

区
が
あ
る
。フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
あ

る
。こ
の
３
つ
が
美
食
都
市
に
は
必
要
だ
と

い
う
こ
と
だ
。

　
今
後
展
開
す
る
近
江
の
美
食
都
市
創
造

は
、か
つ
て
の
伝
統
的
食
文
化
の
掘
り
起
こ

し
に
よ
る
再
生
と
、地
域
の
伝
統
文
化
に
合

う
新
し
い
潮
流
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
な

る
。近
江
各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
在
来
作
物

を
掘
り
起
こ
し
、琵
琶
湖
の
水
産
物
を
加
え

た
食
材
を
使
っ
た
美
食
料
理
と
特
産
品
を

展
開
す
れ
ば
、リ
ピ
ー
タ
ー
に
も
応
え
ら
れ

る
美
食
エ
リ
ア
と
し
て
認
識
さ
れ
る
可
能

性
が
高
く
な
る
。

　
「
味
覚
的
付
加
価
値
」と「
観
光
的
付
加

価
値
」に
よ
る
相
乗
効
果
を
狙
う
の
が
フ
ー

ド
ツ
ー
リ
ー
ズ
ム
の
成
立
要
因
で
あ
る
。土

地
の
景
観
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、旅
情
、

人
々
の
生
活
習
慣
、歴
史
の
発
見
、農
水
産

物
な
ど
の
諸
要
素
と
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
美
味
と
の
相
互
作
用
や
一
体
化
が
、新
し

い
観
光
体
験
と
な
る
。

　
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
食
は「
美

味
」で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
し
て
美
味

は
食
の
構
成
要
素
が
観
光
資
源
と
な
り
う

る
最
小
限
度
必
要
な
条
件
で
あ
る
。美
味
な

食
を
構
成
す
る
生
産
物
、食
材
、料
理
人
、食

文
化
、景
観
、サ
ー
ビ
ス
、伝
統
の
味
、器
な

ど
は
す
べ
て
観
光
資
源
と
な
り
う
る
。美
味

し
い
も
の
の
無
い
ま
ち
に
は
人
は
来
な

い
！「
近
江
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ

構
想
」は
、ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
に
よ
る
集
客

力
向
上
と
地
域
経
済
活
性
化
と
地
方
創
生

の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
で
は
、ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
国
内
外
か
ら

の
集
客（
交
流
人
口
の
増
大
）を
図
る
こ
と

が
出
来
る
だ
ろ
う
か
？

　
他
地
域
と
の
差
別
化
、独
自
性
、そ
こ
に

行
か
な
け
れ
ば「
観
る
こ
と
が
で
き
な
い
」、

「
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」、「
味
わ
う
こ

と
が
で
き
な
い
」も
の
が
必
須
で
あ
り
、ま

た
一
方
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
観
点
か
ら
来

訪
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、期
待
感
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
彦
根
は
歴
史
伝
統
を
基
礎
と
し
た
多
く

の
魅
力
あ
る
集
客
素
材
を
有
し
て
い
る
。

集
客
の
た
め
に
更
に
必
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ

は
何
か…

…

。「
美
食
都
市（
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）」を
目
指
す
た
め
専
門
家

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、地
域
食
材
開
発

の
第
一
歩
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
を

行
っ
た
。

● 

農
商
工
連
携
に
よ
る
地
域
食
材
の
開
発

　

及
び
増
産

● 

調
理
技
術
向
上
の
た
め
の
地
域
料
理
人

　

へ
の「
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
」（
地
域
食
材
を

　

使
用
）

● 

地
域
料
理
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の

　
「
フ
ー
ド
フ
ェ
ア
の
開
催
」（
イ
ベ
ン
ト
に

　

よ
る
集
客
）

● 

地
域
特
有
の「
フ
ー
ド
ス
タ
イ
ル
の
開

　
発
」（
フ
ー
ド
カ
ー
、仮
設
店
な
ど
の
研
究

　

と
開
発
）

　
彦
根
商
工
会
議
所
と
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム

ボ
ー
ド
は
協
働
し
、地
域
経
済
活
性
化
と
住

民
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基
に「
美
食
都
市
に
挑
戦
」

し
地
方
創
生
を
加
速
化
し
推
進
し
て
い
く
。

(

参
考:

不
易
流
行
vol
・
30 

９
月
号)

　
近
江「
美
食
都
市
」推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
い
て
、フ
ー
ド
カ
ー
製
作
業
務
の
受
託

事
業
者
が
正
式
に
決
定
し
、現
在
急
ピ
ッ
チ

で
製
作
が
進
ん
で
い
る
。

　
こ
の
フ
ー
ド
カ
ー
は「
食
」に
よ
る
効
果

的
な
観
光
客
誘
致
と
市
内
観
光
消
費
の
拡

大
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、野
外
で
の
食
イ
ベ
ン
ト
に
対

応
、歴
史
的
景
観
と
佇
ま
い
へ
の
配
慮
、機

能
性（
整
備
性
）に
は
高
い
レ
ベ
ル
を
求
め

た
開
発
・
製
作
と
な
っ
た
。

　
製
作
中
の
３
台
の
フ
ー
ド
カ
ー
は
３
月

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
デ
ビ
ュ
ー
す
る
予

定
だ
。

　
３
台
の
フ
ー
ド
カ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
機
能

が
異
な
っ
て
い
る
。

● 

誰
も
が
認
め
る
近
江
の
地
域
食
材「
近
江

牛
」メ
ニ
ュ
ー
の
出
店
を
想
定
し
た
鉄
板

焼
き
機
能
に
特
化
し
た
フ
ー
ド
カ
ー

● 

様
々
な
食
材
に
対
応
で
き
、ス
タ
ン
ダ
ー

ド
な
メ
ニ
ュ
ー
に
対
応
可
能
な
カ
フ
ェ
機

能
に
特
化
し
た
フ
ー
ド
カ
ー

● 

ド
リ
ン
ク
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
に
必
要
な

設
備
が
詰
ま
っ
た
バ
ー
機
能
に
特
化
し
た

フ
ー
ド
カ
ー
で
あ
る
。

　
清
掃
性
、耐
久
性
、デ
ザ
イ
ン
性
が
最
も

優
れ
て
い
る
オ
ー
ル
ス
テ
ン
レ
ス
製
を
採

用
し
、設
計
は
飲
食
関
係
者
が
監
修
。出
店

者
の
導
線
・
調
理
・
提
供
・
清
掃
な
ど
含
め

て
理
想
的
な
仕
様
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、こ
の
３
台
は
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム

ボ
ー
ド
が
レ
ン
タ
ル
フ
ー
ド
カ
ー
と
し
て

運
用
し
、事
業
所
や
料
理
人
の
方
を
随
時
募

集
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。現
在
、幅
広
い

飲
食
業
者
の
方
に
近
江
食
材
と
共
に
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
条
件
整
備
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　　
彦
根
城
内
に
あ
る
、約
４
０
０
本
の
紅
梅

や
白
梅
が
咲
き
誇
る
梅
林
は
、江
戸
時
代
に

は
米
蔵
が
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。１
９
５

０
年
、彦
根
城
が
新
日
本
観
光
地
百
選
に
選

ば
れ
た
の
を
記
念
し
て
、こ
の
梅
は
植
え
ら

れ
た
。例
年
は
３
月
下
旬
頃
に
見
頃
を
迎

近
江
美
食
都
市

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
！

え
、関
西
で
も
指
折
り
の
梅
の
名
所
と
な
っ

て
い
る
。

　
こ
の
彦
根
城
の
隠
れ
た
名
所「
梅
林
」を

活
用
し
て
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
内

原
智
史
氏
に
よ
る
梅
林
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と

フ
ー
ド
カ
ー
を
活
用
し
た
食
の
提
供
、食

事
を
と
る
た
め
の
先
進
的
な
パ
ブ
リ
ッ
ク

フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
の
製
作
・
設
置
を
、今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
は
、フ
ー
ド

カ
ー
同
様
、製
作
業
務
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
を
経
て
、製
作
業
者
が
決
定
。国
内
で
も

評
価
の
高
い
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
集
団

「intentionallies

」が
デ
ザ
イ
ン
を
手
が

け
、彦
根
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
唯
一
無
二
の

コ
ン
セ
プ
ト
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
フ
ァ
ニ

チ
ャ
ー
の
製
作
を
行
う
。

　
「
食
と
観
光
の
関
係
に
お
い
て
、飲
食
は

本
来
、観
光
施
設
と
し
て
観
光
地
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
る
。宿
泊
施
設
と
同
様
、観

光
地
に
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
何
ら

か
の
飲
食
店
が
あ
り
、旅
行
者
に
食
べ
物
や

飲
み
物
を
提
供
し
て
い
る
。飲
食
施
設
は
観

光
地
形
成
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と

い
え
る
。し
か
し
、そ
の
よ
う
な
段
階
で
の

食
と
観
光
の
関
係
は
、駐
車
場
や
ト
イ
レ
と

同
じ
よ
う
に
、単
な
る
観
光
施
設
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　
フ
ー
ド
・ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
、食
は

観
光
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
存
在
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。食
を
摂
取
す
る
こ
と
、

食
を
楽
し
む
こ
と
が
旅
行
者
に
と
っ
て
観

光
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
、旅
行
者
の
観

光
体
験
と
な
る
こ
と
が
、フ
ー
ド
・ツ
ー
リ

ズ
ム
の
条
件
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。し
た
が
っ

て
、フ
ー
ド
・ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
食
や

食
文
化
は
観
光
動
機
そ
の
も
の
で
も
あ
る
」

（
大
阪
観
光
大
学
観
光
学
研
究
所
報『
観
光
＆
ツ
ー

リ
ズ
ム
』第
15
号
・「
フ
ー
ド
・ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い

て
の
考
察
」尾
家
建
生
）。

　
梅
林
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、各
種
イ
ベ
ン
ト
で

の
フ
ー
ド
カ
ー
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

■
内
原
智
史（
う
ち
は
ら
・
さ
と
し
）

　
内
原
智
史
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
・
所
長
。光
に
よ
る
空
間

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
は
じ
め
、照
明
器
具
か
ら
都
市
景
観
照

明
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
る
。２
０
０
７
年「
国
宝
・
彦
根

城
築
城
４
０
０
年
祭
」の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。

近
年
の
主
な
作
品
は
、六
本
木
ヒ
ル
ズ
ヒ
ル
ズ
ア
リ
ー
ナ
、

東
京
国
際
空
港
羽
田
第
２
タ
ー
ミ
ナ
ル
、表
参
道
ヒ
ル
ズ
、

東
京
国
際
空
港
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
、渋
谷
ヒ
カ
リ

エ
、虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
、ホ
テ
ル
オ
リ
オ
ン
モ
ト
ブ
リ
ゾ
ー
ト

＆
ス
パ
、平
等
院
、銀
閣
寺
、清
水
寺
、 

高
台
寺
、金
閣
寺
、青

蓮
院
な
ど
。

■ intentionallies

（
イ
ン
テ
ン
シ
ョ
ナ
リ
ー
ズ
）

　
建
築
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
イ
ン
テ
ン
シ
ョ
ナ
リ
ー
ズ
の
代

表
の
鄭
秀
和（
て
い
・
し
ゅ
う
わ 

）は
、建
築
家
で
デ
ザ
イ

ナ
ー
。 

東
京
都
生
ま
れ
、神
奈
川
県
育
ち
。 

武
蔵
野
美
術
大

学
大
学
院
修
了
。 

実
兄
は
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
テ
イ
ト
ウ

ワ
。 

実
兄
の
影
響
で
、一
時
期D

J

活
動
を
行
っ
て
い
た
。

１
９
９
６
年
の
設
立
以
来
、建
築
を
中
心
に
様
々
な
メ

デ
ィ
ア
に
お
い
て
、既
存
の
概
念
を
覆
す
モ
ノ
づ
く
り
を

展
開
。２
０
０
３
年
、日
本
で
最
初
の
デ
ザ
イ
ン
ホ
テ
ル
と

し
て
話
題
を
集
め
た
目
黒「H

O
TEL C

LA
SK
A

」を
設

計
。そ
の
後
も
、リ
ア
ル
・
フ
リ
ー
ト
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

ラ
ン
ド
で
あ
る「am

adana

」に
お
い
て
、加
湿
器
、デ
ス

ク
ト
ッ
プ
オ
ー
デ
ィ
オ
な
ど
を
続
々
と
発
表
。近
年
は
よ

り
大
規
模
な
建
築
や
イ
ン
テ
リ
ア
空
間
へ
と
そ
の
活
動
領

域
を
広
げ
、日
本
国
内
に
留
ま
ら
ず
海
外
で
も
、ホ
テ
ル
や

集
合
住
宅
の
デ
ザ
イ
ン
事
業
な
ど
数
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
し
て
い
る
。

Trends in HIKONE CCI.特集
彦根商工会議所の動向

近江「美食都市」推進プロジェクト始動！

花見は元々奈良時代（710～792年）の貴族の行事で、花は「梅」が主流であった。江戸時代初期の頃の花の名所も、湯島天神や亀
戸天神などの「梅」の名所で、当時「桜」の花見は一般的ではなかったため、花見の語源は「梅見」という説が有力である。現在のよ
うなスタイルで花見を楽しむようになったのは、享保年間（1716～1736年）以降のことで、約300年ほど前に遡る。

PHOTO 彦根城梅林
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彦
根
商
工
会
議
所
は
２
０
１
４
年
、「
ひ

こ
ね
ブ
ラ
ン
ド
開
発
委
員
会
」を
設
置
し
、

「
彦
根
と
い
う
都
市
の
あ
る
べ
き
姿
、望
む

べ
く
カ
タ
チ
」を
論
じ
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
。歴
史
あ
る
城
下
町
を
目
指
す
の

か
、ま
た
利
便
性
の
高
い
効
率
都
市
な
の

か
、持
続
的
な
経
済
効
果
は
ど
う
な
の
か
、

さ
ら
に
都
市
人
口
を
維
持
す
る
た
め
に
定

住
者
・
来
訪
者
を
呼
び
込
む
た
め
に
ど
の

よ
う
な
選
択
を
す
る
の
か
、な
ど
の
議
論
で

あ
る
。マ
ク
ロ
的
視
点
と
現
状
の
問
題
点

の
双
方
を
論
じ
な
が
ら「
ひ
こ
ね
ブ
ラ
ン

ド
」の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
へ
の
同
意
形
成

を
行
っ
た
。

　
そ
し
て
、『
歴
史
を
愉
し
む
城
下
町
、彦

根
』を
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、全
国
・

世
界
を
視
野
に
入
れ
た
集
客
交
流
産
業
を

成
長
ド
ラ
イ
バ
ー
と
す
る
こ
と
と
、市
民
の

「
誇
り
」を
呼
び
起
こ
し
郷
土
愛
を
高
揚

さ
せ
る
こ
と
を
戦
略
と
し
て
決
定
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
世
界
中
の
人
々
が
、一
生
に

一
度
は
滞
在
し
て
み
た
い
と
思
う「
憧
れ

の
街
」の
リ
ス
ト
に
彦
根
を
加
え
て
も
ら

え
る
よ
う
、対
外
的
な
ア
ピ
ー
ル
も
必
要
と

な
る
。

　
２
０
１
５
年
、誘
客
の
た
め
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
組

織「
近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会
」を

近
隣
の
２
市
４
町
で
設
立
。そ
の
後
法
人

化
し
、現
在
は
観
光
庁
登
録
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ

候
補
法
人
と
な
り
、「
一
般
社
団
法
人
近
江

ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
」に
名
称
変
更
。歴
史

都
市
の
魅
力
を
磨
き
上
げ
、全
国
世
界
に

発
信
す
る
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

　
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
は
設
立
以
来
、

「
観
光
集
客
産
業
を
主
軸
と
し
た
地
域
経
済

活
性
化
」を
推
進
す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
、

「
観
光
集
客
産
業
を
主
軸
と
し
た
地
域
経
済

活
性
化
」を
目
的
に
地
域
連
携
を
含
ん
だ

ス
キ
ー
ム
を
構
築
。国
内
外
か
ら
の
来
訪

者
の
消
費
に
よ
る
経
済
パ
イ
の
増
大
と
、広

義
で
の
観
光
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
よ
る
雇
用

拡
大
・
地
域
の
全
産
業
の
活
性
化
を
目
指

し
て
い
る
。更
に
、商
工
会
議
所
と
協
働
し
、

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
成
長
の
享
受
を

可
能
と
す
る
体
制
へ
の
進
化
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
２
０
１
６
年
、内
閣
府
地
方
創
生
本
部
や

県
・
市
町
の
支
援
を
受
け
て
歴
史
遺
産
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
文
化
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る

集
客
事
業
を
行
っ
て
い
る
。「D

ram
atic 

Legacy 

歴
史
遺
産
で
発
信
す
る
物
語
」で

あ
る
。

　
３
月
に
は「
佐
野
史
郎
＆
山
本
恭
司
・
小

泉
八
雲 

朗
読
の
夕
べ
in 

彦
根
」が
清
凉
寺

で
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
が
彦
根
城
梅

林
で
行
わ
れ
、Dram

atic Legacy

の
最

後
を
飾
る
光
の
試
み
と
し
て
、「
彦
根
を
よ

り
魅
力
的
に
彩
る
ラ
イ
テ 

ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
」が
行
わ
れ
る
。

　
３
月
18
日
か
ら
は
い
よ
い
よ
国
宝
・
彦

根
城
４
１
０
年
祭
も
開
催
と
な
る
。そ
し

て
遂
に
、Dram

atic Legacy

と
並
行
し

て
進
め
て
き
た「
近
江「
美
食
都
市
」推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
、桜
の
季
節
を
前
に
本

格
始
動
す
る
。

　　
美
食
都
市
と
は「
地
域
の
食
材
に
ふ
れ

る
こ
と
の
で
き
る
市
場
や
直
売
店（
ま
た

は
生
産
地
）が
あ
り
、郷
土
料
理
、伝
統
料
理

や
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど
を
体
験
で
き
る
飲

食
店
、老
舗
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、そ
し

て
飲
食
の
楽
し
み
を
生
産
者
・料
理
人
と

と
も
に
体
験
で
き
る
フ
ー
ド
イ
ベ
ン
ト
や

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
あ
る
都
市
で

あ
る
。か
つ
、そ
れ
ら
が
観
光
情
報
と
し
て

発
信
さ
れ
て
い
る
都
市
」を
い
う
。

　
産
地
、或
い
は
市
場
、直
売
所
が
あ
る
。レ

ス
ト
ラ
ン
、食
べ
歩
き
が
で
き
る
ま
ち
、地

区
が
あ
る
。フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
あ

る
。こ
の
３
つ
が
美
食
都
市
に
は
必
要
だ
と

い
う
こ
と
だ
。

　
今
後
展
開
す
る
近
江
の
美
食
都
市
創
造

は
、か
つ
て
の
伝
統
的
食
文
化
の
掘
り
起
こ

し
に
よ
る
再
生
と
、地
域
の
伝
統
文
化
に
合

う
新
し
い
潮
流
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
な

る
。近
江
各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
在
来
作
物

を
掘
り
起
こ
し
、琵
琶
湖
の
水
産
物
を
加
え

た
食
材
を
使
っ
た
美
食
料
理
と
特
産
品
を

展
開
す
れ
ば
、リ
ピ
ー
タ
ー
に
も
応
え
ら
れ

る
美
食
エ
リ
ア
と
し
て
認
識
さ
れ
る
可
能

性
が
高
く
な
る
。

　
「
味
覚
的
付
加
価
値
」と「
観
光
的
付
加

価
値
」に
よ
る
相
乗
効
果
を
狙
う
の
が
フ
ー

ド
ツ
ー
リ
ー
ズ
ム
の
成
立
要
因
で
あ
る
。土

地
の
景
観
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、旅
情
、

人
々
の
生
活
習
慣
、歴
史
の
発
見
、農
水
産

物
な
ど
の
諸
要
素
と
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
美
味
と
の
相
互
作
用
や
一
体
化
が
、新
し

い
観
光
体
験
と
な
る
。

　
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
食
は「
美

味
」で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
し
て
美
味

は
食
の
構
成
要
素
が
観
光
資
源
と
な
り
う

る
最
小
限
度
必
要
な
条
件
で
あ
る
。美
味
な

食
を
構
成
す
る
生
産
物
、食
材
、料
理
人
、食

文
化
、景
観
、サ
ー
ビ
ス
、伝
統
の
味
、器
な

ど
は
す
べ
て
観
光
資
源
と
な
り
う
る
。美
味

し
い
も
の
の
無
い
ま
ち
に
は
人
は
来
な

い
！「
近
江
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ

構
想
」は
、ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
に
よ
る
集
客

力
向
上
と
地
域
経
済
活
性
化
と
地
方
創
生

の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
で
は
、ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
国
内
外
か
ら

の
集
客（
交
流
人
口
の
増
大
）を
図
る
こ
と

が
出
来
る
だ
ろ
う
か
？

　
他
地
域
と
の
差
別
化
、独
自
性
、そ
こ
に

行
か
な
け
れ
ば「
観
る
こ
と
が
で
き
な
い
」、

「
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」、「
味
わ
う
こ

と
が
で
き
な
い
」も
の
が
必
須
で
あ
り
、ま

た
一
方
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
観
点
か
ら
来

訪
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、期
待
感
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
彦
根
は
歴
史
伝
統
を
基
礎
と
し
た
多
く

の
魅
力
あ
る
集
客
素
材
を
有
し
て
い
る
。

集
客
の
た
め
に
更
に
必
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ

は
何
か…

…

。「
美
食
都
市（
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）」を
目
指
す
た
め
専
門
家

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、地
域
食
材
開
発

の
第
一
歩
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
を

行
っ
た
。

● 

農
商
工
連
携
に
よ
る
地
域
食
材
の
開
発

　

及
び
増
産

● 

調
理
技
術
向
上
の
た
め
の
地
域
料
理
人

　

へ
の「
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
」（
地
域
食
材
を

　

使
用
）

● 

地
域
料
理
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の

　
「
フ
ー
ド
フ
ェ
ア
の
開
催
」（
イ
ベ
ン
ト
に

　

よ
る
集
客
）

● 

地
域
特
有
の「
フ
ー
ド
ス
タ
イ
ル
の
開

　
発
」（
フ
ー
ド
カ
ー
、仮
設
店
な
ど
の
研
究

　

と
開
発
）

　
彦
根
商
工
会
議
所
と
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム

ボ
ー
ド
は
協
働
し
、地
域
経
済
活
性
化
と
住

民
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基
に「
美
食
都
市
に
挑
戦
」

し
地
方
創
生
を
加
速
化
し
推
進
し
て
い
く
。

(

参
考:

不
易
流
行
vol
・
30 

９
月
号)

　
近
江「
美
食
都
市
」推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
い
て
、フ
ー
ド
カ
ー
製
作
業
務
の
受
託

事
業
者
が
正
式
に
決
定
し
、現
在
急
ピ
ッ
チ

で
製
作
が
進
ん
で
い
る
。

　
こ
の
フ
ー
ド
カ
ー
は「
食
」に
よ
る
効
果

的
な
観
光
客
誘
致
と
市
内
観
光
消
費
の
拡

大
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、野
外
で
の
食
イ
ベ
ン
ト
に
対

応
、歴
史
的
景
観
と
佇
ま
い
へ
の
配
慮
、機

能
性（
整
備
性
）に
は
高
い
レ
ベ
ル
を
求
め

た
開
発
・
製
作
と
な
っ
た
。

　
製
作
中
の
３
台
の
フ
ー
ド
カ
ー
は
３
月

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
デ
ビ
ュ
ー
す
る
予

定
だ
。

　
３
台
の
フ
ー
ド
カ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
機
能

が
異
な
っ
て
い
る
。

● 

誰
も
が
認
め
る
近
江
の
地
域
食
材「
近
江

牛
」メ
ニ
ュ
ー
の
出
店
を
想
定
し
た
鉄
板

焼
き
機
能
に
特
化
し
た
フ
ー
ド
カ
ー

● 

様
々
な
食
材
に
対
応
で
き
、ス
タ
ン
ダ
ー

ド
な
メ
ニ
ュ
ー
に
対
応
可
能
な
カ
フ
ェ
機

能
に
特
化
し
た
フ
ー
ド
カ
ー

● 

ド
リ
ン
ク
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
に
必
要
な

設
備
が
詰
ま
っ
た
バ
ー
機
能
に
特
化
し
た

フ
ー
ド
カ
ー
で
あ
る
。

　
清
掃
性
、耐
久
性
、デ
ザ
イ
ン
性
が
最
も

優
れ
て
い
る
オ
ー
ル
ス
テ
ン
レ
ス
製
を
採

用
し
、設
計
は
飲
食
関
係
者
が
監
修
。出
店

者
の
導
線
・
調
理
・
提
供
・
清
掃
な
ど
含
め

て
理
想
的
な
仕
様
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、こ
の
３
台
は
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム

ボ
ー
ド
が
レ
ン
タ
ル
フ
ー
ド
カ
ー
と
し
て

運
用
し
、事
業
所
や
料
理
人
の
方
を
随
時
募

集
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。現
在
、幅
広
い

飲
食
業
者
の
方
に
近
江
食
材
と
共
に
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
条
件
整
備
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　　
彦
根
城
内
に
あ
る
、約
４
０
０
本
の
紅
梅

や
白
梅
が
咲
き
誇
る
梅
林
は
、江
戸
時
代
に

は
米
蔵
が
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。１
９
５

０
年
、彦
根
城
が
新
日
本
観
光
地
百
選
に
選

ば
れ
た
の
を
記
念
し
て
、こ
の
梅
は
植
え
ら

れ
た
。例
年
は
３
月
下
旬
頃
に
見
頃
を
迎

地域産品の調査・発掘・評価

一流料理人によるセミナー開催

地域産物の料理グランプリ企画

ＤＭＯによる広報プロモーション

地域産品使用のフードカー開発

地域産品による食企画での集客

農商工連携による生産拡大・講習会

地域料理人の技術力向上と育成

調理技術向上と評価制度の確立

近江「美食マップ」の作成と発信

フードカービジネス開発（起業促進）

ひこね「梅と食と光のフェア」開催

近江ガストロノミックシティ推進プロジェクト Digest

▼

▼

▼

▼

▼

➡

➡

➡

➡

➡

➡

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

● 地域産品の調査・発掘・評価
彦根市周辺地域において、３種程度の食材につ
いて、調査研究し、付加価値の高い製品ブラン
ディングを行う。同時に国内外の著名な飲食店
（３つ星レストラン等）への食材提供や食品業界
へのプロモーションによって、新規マーケットを

開拓していく。「近江食材カレンダー」「近江ガスト
ロノミーマップ」の作成など。
● 一流料理人による料理セミナーの開催
「近江食材」の可能性開発、調理開発と地域料理
人育成のための料理セミナーの開催（継続的に
実施）。調査中の「近江食材」を試験的に活用し

ながら実施する。一流料理人（３つ星シェ
フ等）と地域料理人との個別交流も促進
させ、一流若手人材の育成、誘致、交流の
活性化をはかる。
● 地域産物の料理グランプリの開催
地域料理人が各々そのノウハウを活かし
て参画するグランプリを開催し、観光イ
ベントとしても国内外へのプロモーショ
ンしていく。
● ＤＭＯによる広報プロモーション
グランプリの上位料理を優先的に会合や
行祭事、ツアーのフードとして活用し、料
理とともに旅行プロモーション素材とし
ても積極的に活用する。
● 地域産品による食企画での集客
彦根城内の「梅林」（約400本）をテーマ
に、食とライトアップを組み合わせた集客
イベント「ひこね梅と食と光のフェア」（仮
称）を開催する。フードカーも合わせるこ
とで洗練された光と食と梅のコラボレー
ションを演出する。

（不易流行vol.28  7月号再掲）

フ
ー
ド
カ
ー
速
報

え
、関
西
で
も
指
折
り
の
梅
の
名
所
と
な
っ

て
い
る
。

　
こ
の
彦
根
城
の
隠
れ
た
名
所「
梅
林
」を

活
用
し
て
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
内

原
智
史
氏
に
よ
る
梅
林
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と

フ
ー
ド
カ
ー
を
活
用
し
た
食
の
提
供
、食

事
を
と
る
た
め
の
先
進
的
な
パ
ブ
リ
ッ
ク

フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
の
製
作
・
設
置
を
、今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
は
、フ
ー
ド

カ
ー
同
様
、製
作
業
務
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
を
経
て
、製
作
業
者
が
決
定
。国
内
で
も

評
価
の
高
い
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
集
団

「intentionallies

」が
デ
ザ
イ
ン
を
手
が

け
、彦
根
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
唯
一
無
二
の

コ
ン
セ
プ
ト
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
フ
ァ
ニ

チ
ャ
ー
の
製
作
を
行
う
。

　
「
食
と
観
光
の
関
係
に
お
い
て
、飲
食
は

本
来
、観
光
施
設
と
し
て
観
光
地
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
る
。宿
泊
施
設
と
同
様
、観

光
地
に
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
何
ら

梅
林
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
＆

フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
速
報

▶フードカーの色とデザイン

か
の
飲
食
店
が
あ
り
、旅
行
者
に
食
べ
物
や

飲
み
物
を
提
供
し
て
い
る
。飲
食
施
設
は
観

光
地
形
成
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と

い
え
る
。し
か
し
、そ
の
よ
う
な
段
階
で
の

食
と
観
光
の
関
係
は
、駐
車
場
や
ト
イ
レ
と

同
じ
よ
う
に
、単
な
る
観
光
施
設
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　
フ
ー
ド
・ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
、食
は

観
光
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
存
在
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。食
を
摂
取
す
る
こ
と
、

食
を
楽
し
む
こ
と
が
旅
行
者
に
と
っ
て
観

光
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
、旅
行
者
の
観

光
体
験
と
な
る
こ
と
が
、フ
ー
ド
・ツ
ー
リ

ズ
ム
の
条
件
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。し
た
が
っ

て
、フ
ー
ド
・ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
食
や

食
文
化
は
観
光
動
機
そ
の
も
の
で
も
あ
る
」

（
大
阪
観
光
大
学
観
光
学
研
究
所
報『
観
光
＆
ツ
ー

リ
ズ
ム
』第
15
号
・「
フ
ー
ド
・ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い

て
の
考
察
」尾
家
建
生
）。

　
梅
林
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、各
種
イ
ベ
ン
ト
で

の
フ
ー
ド
カ
ー
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

■
内
原
智
史（
う
ち
は
ら
・
さ
と
し
）

　
内
原
智
史
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
・
所
長
。光
に
よ
る
空
間

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
は
じ
め
、照
明
器
具
か
ら
都
市
景
観
照

明
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
る
。２
０
０
７
年「
国
宝
・
彦
根

城
築
城
４
０
０
年
祭
」の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。

近
年
の
主
な
作
品
は
、六
本
木
ヒ
ル
ズ
ヒ
ル
ズ
ア
リ
ー
ナ
、

東
京
国
際
空
港
羽
田
第
２
タ
ー
ミ
ナ
ル
、表
参
道
ヒ
ル
ズ
、

東
京
国
際
空
港
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
、渋
谷
ヒ
カ
リ

エ
、虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
、ホ
テ
ル
オ
リ
オ
ン
モ
ト
ブ
リ
ゾ
ー
ト

＆
ス
パ
、平
等
院
、銀
閣
寺
、清
水
寺
、 

高
台
寺
、金
閣
寺
、青

蓮
院
な
ど
。

■ intentionallies

（
イ
ン
テ
ン
シ
ョ
ナ
リ
ー
ズ
）

　
建
築
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
イ
ン
テ
ン
シ
ョ
ナ
リ
ー
ズ
の
代

表
の
鄭
秀
和（
て
い
・
し
ゅ
う
わ 

）は
、建
築
家
で
デ
ザ
イ

ナ
ー
。 

東
京
都
生
ま
れ
、神
奈
川
県
育
ち
。 

武
蔵
野
美
術
大

学
大
学
院
修
了
。 

実
兄
は
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
テ
イ
ト
ウ

ワ
。 

実
兄
の
影
響
で
、一
時
期D

J

活
動
を
行
っ
て
い
た
。

１
９
９
６
年
の
設
立
以
来
、建
築
を
中
心
に
様
々
な
メ

デ
ィ
ア
に
お
い
て
、既
存
の
概
念
を
覆
す
モ
ノ
づ
く
り
を

展
開
。２
０
０
３
年
、日
本
で
最
初
の
デ
ザ
イ
ン
ホ
テ
ル
と

し
て
話
題
を
集
め
た
目
黒「H

O
TEL C

LA
SK
A

」を
設

計
。そ
の
後
も
、リ
ア
ル
・
フ
リ
ー
ト
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

ラ
ン
ド
で
あ
る「am

adana

」に
お
い
て
、加
湿
器
、デ
ス

ク
ト
ッ
プ
オ
ー
デ
ィ
オ
な
ど
を
続
々
と
発
表
。近
年
は
よ

り
大
規
模
な
建
築
や
イ
ン
テ
リ
ア
空
間
へ
と
そ
の
活
動
領

域
を
広
げ
、日
本
国
内
に
留
ま
ら
ず
海
外
で
も
、ホ
テ
ル
や

集
合
住
宅
の
デ
ザ
イ
ン
事
業
な
ど
数
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
し
て
い
る
。

　
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
で
は
、

現
地
の
料
理
人
同
士
が
料
理
を
教
え
合

い
、そ
の
地
域
の
味
を
高
め
る
こ
と
で
、

「
美
食
都
市
」と
し
て
世
界
的
に
有
名
に

な
り
ま
し
た
。

　
「
美
味
し
い
も
の
が
あ
る
街
に
、人
は

集
ま
る
」を
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、世
界

を
渡
り
歩
い
て
き
た
料
理
人
を
講
師
と

し
て
招
き
、地
域
の「
料
理
力
」を
高
め

る
た
め
の
美
食
料
理
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
ま
す
。対
象
者
は
、近
江
ツ
ー
リ

ズ
ム
ボ
ー
ド
会
員
・
彦
根
商
工
会
議
所
会

員
・
飲
食
関
係
者
等（
定
員
20
人
・
受
講
料 

会
員
：
無
料
／ 

非
会
員
：
３
０
０
０
円
）

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は「
近
江
の
食
材
」を
取

り
入
れ
た
料
理
研
究
を
行
い
、美
食
料

理
マ
イ
ン
ド
の
レ
ク
チ
ャ
ー
、美
食
料
理

実
習
地
域
の
味
を
高
め
る
と
と
も
に
、地

域
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
発
揮
し
た
独
創

性
あ
る
料
理
を
開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

● 

南
欧
編 

講
師 

太
田
哲
雄
氏

　
　
２
０
１
７
年
２
月
６
日（
月
）

● 

和
食
編 

講
師 

石
井 

仁
氏

　
　
２
０
１
７
年
３
月
14
日（
火
）

● 

フ
レ
ン
チ
編 

講
師 

石
井
真
介
氏

　
　
２
０
１
７
年
３
月
20
日（
月
・
祝
）

﹇
時
間
﹈14
時
〜
16
時
30
分

　
　
　

 （
３
月
14
日
の
み
16
時
終
了
）

﹇
場
所
﹈大
阪
ガ
ス（
株
） DILIPA

彦
根 

　
　

  　
クッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

美
食
料
理
セ
ミ
ナ
ー
開
催
！

【南欧編】講師 太田哲雄氏
イタリアン・スペイン・ペルー料理
1980年長野県生まれ。19歳でイ
タリアに渡る。帰国後、料理人を志
して都内のイタリアンレストランで
修業。2004年に再び渡伊。星付
きレストラン数店を経て、「世界一
予約の取れないレストラン」として

有名なスペイン「エル・ブジ」や世界のベストレストラン
50に選出されるペルー「アストリッド・イ・ガストン」な
どで経験を積み、最近では未知の食文化を求めてアマゾ
ンまで世界を渡り歩く

お
問
合
せ

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

Ｔ
Ｅ
Ｌ 
０
７
４
９
・
２
２
・
５
５
８
０

【和食編】講師 石井 仁氏
そば食堂 仁べえ
1992年神田で手打ち蕎麦屋「いし井」
を興し瞬く間にその名を上げる。6年
後、人気のうちに閉店し1998年修善
寺にて「朴念仁」を開業。手打ち蕎麦
ブーム入口の頃で、評判が広がると修
善寺まで東京から大勢のお客様が押

しかける。続いて2005年に銀座にコース料理をメインにした
「古拙」を立ち上げ、すぐにミシュランガイドで星を獲得。その
後「古拙」の名を他に譲り、2010年に4店目となる「仁行」を日
本橋に興し、すぐにミシュランの星が付く。

【フレンチ編】
講師 石井真介氏  Sincére
1976年東京都生まれ。調理師学校卒業
後、四ツ谷「オテル・ド・ミニク」で3年、
南青山「ラ・ブランシュ」で1年修業し、
23歳で入店したフランス料理店で突如
シェフを任される。3年務めた後、渡仏し、
アキテーヌ地方「ロジエ・ド・ローベル

ガード」、アルザス地方「ル・クロコディール」等各地方の星付きレ
ストランを経験し2004年に帰国。汐留「フィッシュバンク東京」で
スーシェフを2年務めた後、2008年よりレストランバカール開店と
同時にシェフに就任。2016年より原宿北参道に「Sincére」を開店。
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浜
松
市
・
浜
松
商
工
会
議
所
と
の
情
報

交
換
会

12
月
19
日　
浜
松
商
工
会
議
所
に
て
開
催

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会　
幹
事
会
・

例
会

12
月
19
日　
当
所
に
て
開
催

正
副
会
頭
会
議

12
月
27
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
市
長
と
当
所
会
頭
と
の
懇
談
会

12
月
28
日　
彦
根
市
役
所
に
て
開
催

正
副
会
頭
会
議
・
常
議
員
会
・
議
員
ク

ラ
ブ
総
会
、新
年
会

1
月
11
日　
や
す
井
に
て
開
催

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
活
用

セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
相
談
会

1
月
11
・
13
日　
当
所
に
て
開
催

会
議
・
行
事 
開
催
報
告

※掲載を了承された事業所のみをご紹介します。（平成28年11月10日～平成29年1月11日　会員数 1,637件）

新入会員のご紹介　　                          ご入会ありがとうございます。
部会 事業所名 業種 代表者名 所在地

建設業 中村　好弥
印刷業（不織布） 鍬﨑　拓朗

建設業
不動産
観光・サービス

繊維工業 プリント工房くわさき

㈱ＭＫエステート

彦根市野田山町813
西村建設㈱ 彦根営業所 彦根市大東町2-29

移動美容　まいまい 美容業 関口　真弓
不動産業 彦根市平田町121-2

彦根市小泉町620-17
観光・サービス 口福　いど屋 飲食業 井戸谷　睦 彦根市河原3丁目1-28

小林　彰

R E P O R T &  I N F O R M A T I O N
R&I

原則として新入社員（全ての業種）
100人（定員になり次第締切）
彦根商工会議所または彦根地区雇用対策協議会の
会員事業所………お１人　  5,000円
非会員事業所……お１人　10,000円
3月17日（金）
① 両日とも昼食、お茶は主催者で準備します。
② テキスト・研修ノートはお渡しします。
③ 10㎝×10㎝程度の鏡・筆記用具をご持参ください。
④ 各自の名刺を20枚ご準備ください。
　（準備できない場合は事前にご相談下さい）
⑤ 受講者数等の状況に応じてカリキュラムを変更する
　 場合があります。

受講対象
定　員
受講料
（税込）

申込締切
その他

日　時　４月４日（火）・５日（水）10：00～ 16：30
場　所　彦根商工会議所　４階大ホール
講　師　伴 孝子 氏（ビジョナリーカンパニー代表）
　　　　彦根市市民環境部人権政策課担当者（４日）他

オリエンテーション
「社会人としてのスタート」
　・働くことの意味・心構え
　・あなたにとって会社とは
１．講義「新入社員の約束」
２．実技とビデオレッスン
    「元気キープ トレーニング」
３．講義と実技
    「ビジネスマナーの基本①」
４．人権問題研修

５．講義と実技
　「ビジネスマナーの基本②」
６．実技
　「ビジネスマナーの基本③」
７．講義「ビジネスの会話術」
８．実技
　「ビジネスコミュニケーション」
９．まとめ
　 ・仕事を成功させるコミュ
　   ニケーション術

昨年の様子

全業種対応 新入社員研修会（2日間コース）

申込み・問合せ  彦根商工会議所
TEL.22-4551　FAX.26-2730
http://www.hikone-cci.or.jp

４月４日（火）
10：00～ 16：30

４月５日（水）
10：00～ 16：30

　
１
月
度
常
議
員
会
は
、去
る
１
月
11
日
、料
亭

や
す
井
に
て
常
議
員
23
人
、小
出
会
頭
、夏
原
・
木

村
・
中
川
副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
、中
川
事
務

局
長
ら
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、小
出
会
頭
よ
り
新
年
の
挨
拶
が
あ
り
、

「
２
０
１
７
運
営
方
針
」が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。そ

の
後
議
長
に
就
任
、議
案
と
し
て（
１
）新
入
会
員

６
件
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
、報
告
事
項（
１
）

国
・
県
要
望
事
項
に
関
す
る
回
答
に
つ
い
て（
２
）

会
員
交
流
フ
ェ
ア
の
開
催
概
要（
３
）光
と
ア
ー

ト
で
発
信
す
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
つ
い

て（
４
）近
江「
美
食
都
市
」推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
に
つ
い
て（
５
）国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
１

０
年
祭
事
業
に
つ
い
て（
６
）国
道
８
号
バ
イ
パ

常
議
員
会

ス
の
早
期
整
備
に
向
け
た
組
織
化
に
つ
い
て
、そ

れ
ぞ
れ
専
務
理
事
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、実
験
的
事
業「
彦
根
オ
ー
プ

ン
・
ガ
バ
メ
ン
ト
研
究
会
」の
開
催
目
的
・
内
容

等
に
つ
い
て
小
出
会
頭
よ
り
説
明
が
あ
り
、そ
の

後
出
席
者
と
の
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
運
営
指
針

１ 

集
客
事
業
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化

● 「
国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
１
０
年
祭
」へ
の
積　

  

　

 

極
的
参
加

● （
一
社
）近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
の
事
業
強
化

● 「
美
食
都
市
」構
想
の
推
進

２ 

地
域
連
携
の
推
進

● 

連
携
市
町
と
の
密
な
る
情
報
交
換
と
協
働
事
業

　

 

の
取
組

● 

産
学
連
携
の
新
展
開
の
実
施（
大
学
生
へ
の
直
接 

　

 

ア
プ
ロ
ー
チ
事
業
）

● 

他
地
域
商
工
会
議
所
と
の
連
携
の
研
究

● 

県
と
の
情
報
交
換
と
協
働
事
業
の
展
開

３ 

彦
根
経
済
の
中
期
計
画
の
策
定
と
諸
問
題
の
研
究

● 

地
域
Ｇ
Ｄ
Ｐ
向
上
計
画

● 

地
域
に
未
来
を
創
る
歴
史
文
化
財
の
保
存
活 　

  

　

 

用
計
画
の
研
究

● 

文
化
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

 

４ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
に
よ
る
新
事
業
展
開

● 

事
業
所
の
国
際
化
推
進（
ジ
ェ
ト
ロ
滋
賀
事
務
所

　

 

運
営
へ
の
協
力
）

● 

国
、県
の
関
係
機
関
へ
の
要
望
活
動

● 

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
推
進
へ
の
関
係
機
関
と
の
連
携

　
去
る
１
月
26
日
、彦
根
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

に
お
い
て
第
７
回
会
員
交
流
フ
ェ
ア

「M
EET The M

em
bers

」を
、当
所
会

員
ら
総
勢
約
３
０
０
人
が
参
加
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

　
第
１
部
新
春
特
別
講
演
会
で
は
、冒
頭

に
主
催
者
を
代
表
し
て
小
出
会
頭
の
挨
拶

の
あ
と
、映
画「
武
士
の
家
計
簿
」原
作
者
、

歴
史
学
者
で
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
准
教
授
の
磯
田
道
史
氏
を
お
迎
え

し
、「
お
ん
な
城
主　
井
伊
直
虎
と
直
政
」

と
題
し
て
、ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
狂
言
を
愉
し
む
」 

 ―

G
A
T
彦
根
新
年
例
会―

第
７
回
会
員
交
流
フ
ェ
ア
を
盛
大
に
開
催

　
現
在
放
映
中
の
大
河
ド
ラ
マ
で
話
題
沸

騰
の
な
か
、戦
国
時
代
に
井
伊
家
断
絶
の

危
機
を
救
っ
た
当
主
直
虎
の
実
像
な
ど
が

紹
介
さ
れ
、聴
衆
は
興
味
深
く
聞
き
入
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
第
２
部
会
員
交

流
懇
親
会
で
は
、大
久
保
彦
根
市
長
・
平

尾
米
原
市
長
を
は
じ
め
大
勢
の
ご
来
賓
も

含
め
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
、国
宝
彦
根
城
築
城

４
１
０
年
祭
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

を
上
映
、ご
来
賓
あ
い
さ
つ
、印
刷
・
映
像

　
彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会（
森
田
眞
人

会
長
）は
、去
る
１
月
16
日
に
料
亭 

や
す

井
に
て
新
年
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
柴
田
例
会
担
当
幹
事
の
司
会
に
よ
り
開

会
し
、地
元
彦
根
で
活
躍
中
の「
彦
根
ほ
へ

と
会
」に
よ
る
狂
言「
棒
し
ば
り
」を
愉
し

み
ま
し
た
。

　
演
者
の
３
人
は
、彦
根
で
も
馴
染
み
の

方
々
で
日
本
は
基
よ
り
、海
外
で
も
公
演

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、森
田
会
長
の
挨
拶
、大
久
保
彦

根
市
長
、木
村
副
会
頭
の
来
賓
挨
拶
の
後
、

黒
澤
市
産
業
部
長
の
発
声
に
よ
り
、宴
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
新
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、年
初
の
挨

拶
も
か
ね
て
、一
同
に
ぎ
や
か
に
交
流
を

図
り
、盛
況
な
中
、林
健
一
副
会
長
の
中
締

め
に
よ
り
結
び
と
な
り
ま
し
た
。

技
術
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
と
、

夏
原
副
会
頭
の
乾
杯
の
発
声
で
は
じ
め
ら

れ
、ひ
こ
ね
グ
ル
メ
メ
ッ
セ
で
は
、今
年
も

ま
ぐ
ろ
の
刺
身
、寿
司
、近
江
牛
な
ど
豪
華

な
食
材
を
使
っ
た
出
店
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
く
事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
で
は
、各
社

の
事
業
内
容
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
告
知
な

ど
、大
い
に
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
約
２
時
間
の
交
流
会
は
あ
っ
と
い
う
間

に
終
宴
と
な
り
、木
村
副
会
頭
か
ら
挨
拶

で
結
び
と
な
り
ま
し
た
。
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失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い

永
遠
の
魂
の
故
郷

Lafcadio Hearn Reading Performance  by Shiro Sano & Kyoji Yamamoto

彦根商工会議所  tel.0749-22-4551
http://dramatic.oh-mi.org/

■ Ticket Agency
チケットぴあ tel.0570-02-9999（Pコード 454-046）・ローソンチケット tel.0570-084-005（Lコード 
53177）・イープラス（http://eplus.jp/）CNプレイガイド tel.0570-08-9999・ビバシティ平和堂 
tel.0749-27-5555アル･プラザ彦根 tel.0749-24-4111・ひこね市文化プラザ チケットセンター 
tel.0749-27-5200・滋賀県立文化産業交流会館 tel.0749-52-5111

■ お問合せ

題字：nanami nanasawa
Photo Koichi Morishima

商工会議所活用ケーススタディ

ビジネス英会話セミナー＆交流サロン

お申込・お問合せ／彦根商工会議所 TEL.22-4551

【ビジネス英会話セミナー】

金2/17 19：00～20：30
（受付18：30～）

彦根商工会議所 会議室（彦根市中央町3-8）
第2回

日米の最新若者カルチャーを学ぶ
－ポップからアンダーグラウンドまで－（仮題）

テーマに基づいたビジネス向けの実践的な英会話セミナーです
（入門レベルで行います）。
お菓子と飲物を用意したティーブレイクが途中にあります。先
生・留学生と楽しく談笑しましょう。

講師 ミシガン州立大学連合日本センター
専任教官・留学生代表（予定）

■参加費　一般・非会員 3,000円
　　　　　会議所会員   2,000円
　　　　　高校生・大学生1,000円
（セミナー受講料・資料代含む。お菓子と飲物付）

【特別セミナー&交流サロン】

金3/3 18：30～21：00
（受付18：00～）

dining & bar SLOW（彦根市小泉町34-11）
第3回

今のアメリカを学ぶ
－トランプ新大統領で何がおこるか!?－（仮題）

18：30～19：30　特別セミナー
19：30～21：00　交流サロン
初歩の方にも理解できるようななるべく
ゆっくり・簡単な言葉使いの英語と日本
語でのお話になります。

講師 ミシガン州立大学連合日本センター 所長
ベンジャミン・マクラケン氏

■参加費　一般・非会員 5,000円
　　　　　会議所会員 3，000円
　　　　　大学生 2,000円（20歳以上限定）
（セミナー受講料・資料代・食事・飲物代含む）

当所ウェブサイトからのお申込み可　http://www.hikone-cci.or.jp

サロンでは
音楽アトラクションも

あります！

小泉八雲・朗読の夕べ in 彦根
「望郷」失われることのない永遠の魂の故郷

日時 2017.3.4（土） 18：00～20：00・会場 清凉寺 （彦根市古沢町 1110）
前売 3,000円・当日 3,500円（中学生以上）

原作  小泉八雲／監修  小泉 凡／脚本・朗読   佐野史郎／音楽・演奏  山本恭司
舞台監督   錦織伸行／プロデューサー   小泉祥子

出演  佐野史郎（俳優 )／山本恭司（ギタリスト）／小泉 凡（小泉八雲曾孫・民俗学者）
　　  真鍋晶子（アイルランド文学者）

主催 : 光とアートで発信するブランディング事業  彦根・多賀地域連携組織委員会 
後援 : 松江市　協力 : 滋賀大学
お問合せ  彦根商工会議所  彦根市中央町 3-8  tel.0749-22-4551

Dramatic Legacy 歴史遺産で発信するものがたり

プレイベント

上演時間（予定）：小泉凡 &真鍋晶子トーク 18：00～18：30
　　　　　　　   朗読パフォーマンス        18：40～20：00

　　
Ｃ・Ｓ・Ｔ
と
は
、Cross Soul Tribe

の
頭
文
字
で
あ
る
。２
０
０
９
年
、柴
良
樹

さ
ん
が
25
歳
の
と
き
、自
動
車
鈑
金
整
備
・

塗
装
業
と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
を
決
め

た
と
き
に
名
乗
っ
た
屋
号
だ
。同
じ
ソ
ウ

ル
を
も
っ
た
人
々
の
集
ま
り
、一
族
、或
い

は
種
族
を
い
う
の
だ
ろ
う
、鈑
金
塗
装
と

は
関
係
は
な
さ
そ
う
だ
が
、柴
さ
ん
の
気

持
ち
が
込
め
ら
れ
た
良
い
名
で
あ
る
。

　
「
例
え
ば
、鈑
金
や
塗
装
は
精
一
杯
ど
れ

ほ
ど
手
を
か
け
た
と
し
て
も
新
品
に
は
な

ら
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。で
も
新
品
に

限
り
な
く
近
づ
け
た
い
」。そ
れ
が
柴
さ

ん
の
ソ
ウ
ル
で
あ
る
。

　
起
業
か
ら
８
年
、決
し
て
順
調
で
は
な

か
っ
た
が
、何
と
か
会
社
を
維
持
し
て
き

た
。し
か
し
最
近
に
な
っ
て
、こ
の
仕
事

を
本
当
に
続
け
て
い
く
べ
き
か
ど
う
か
悩

ん
で
い
た
。小
さ
な
鈑
金
屋
と
し
て
続
け

て
い
け
る
の
か
ど
う
か…

…

、こ
の
業
界

で
生
き
残
れ
る
か
ど
う
か…

…

。小
規
模

事
業
者
持
続
化
補
助
金
申
請
は
、柴
さ
ん

に
と
っ
て
大
き
な
決
断
だ
っ
た
の
だ
。

　
自
動
車
鈑
金
、整
備
業
と
し
て
デ
ィ
ー

ラ
ー
や
個
人
か
ら
受
注
す
る
際
に
、設
備
の

問
題
で
、入
庫（
受
入
れ
）を
断
わ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
案
が
出
て
い
た
。近
年

の
車
の
構
造
が
、少
し
の
衝
撃
で
も
内
部
ま

で
損
傷（
衝
撃
を
吸
収
す
る
設
計
）す
る
た

め
、高
度
な
技
術
を
要
す
る
修
理
は
大
手
工

場
等
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
。

　
柴
さ
ん
は『
不
易
流
行
』に
掲
載
さ
れ

た「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」を

申
請
し
、「
車
両
固
定
装
置
」を
導
入
し
よ

う
と
考
え
始
め
た
。こ
の
設
備
投
資
で
、

従
来
の
手
作
業
で
は
で
き
な
か
っ
た
損
傷

箇
所
へ
ミ
リ
単
位
で
の
対
応
が
可
能
に
な

る
。更
に
、作
業
時
間
の
短
縮
と
効
率
化

が
実
現
し
、受
入
可
能
台
数
を
増
加
さ
せ
、

大
規
模
な
修
理（
高
額
な
修
理
）に
も
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。更
に
、修
理
の

受
入
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、既
存
取

引
先
で
あ
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
か
ら
の
紹
介
を

促
進
し
、顧
客
の
満
足
度
向
上
、新
規
顧
客

の
獲
得
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず

だ
。

　
柴
さ
ん
は
彦
根
商
工
会
議
所
を
訪
ね
る

こ
と
に
し
た
。補
助
金
を
利
用
し
て「
車

両
固
定
装
置
」を
導
入
す
る
。そ
れ
は
、柴

さ
ん
自
身
、こ
の
仕
事
で
生
き
て
行
く
こ

と
を
決
断
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

　　　
柴
さ
ん
は
33
歳
、鈑
金
整
備
・
塗
装
を

一
人
で
続
け
る
こ
と
に
も
限
界
を
感
じ
て

い
る
。受
注
に
も
限
り
が
あ
り
、お
客
様

を
待
た
せ
る
こ
と
に
も
な
る
。そ
れ
だ
け

に
、設
備
導
入
に
よ
る
、質
の
向
上
や
業
務

効
率
化
は
有
り
難
か
っ
た
と
い
う
。し
か

し
、一
人
の
仕
事
は
柴
さ
ん
の
強
さ
で
あ

小規模事業者持続化補助金
C.S.T（Cross Soul Tribe）
彦根市西沼波町 173／ TEL.0749-26-3332・FAX.0749-46-3342
http://www.cst-carmake.com

る
。安
定
し
た
ク
オ
リ
テ
ィ
を
提
供
で
き
、

顔
が
見
え
る
分
安
心
感
が
生
ま
れ
る
。加

え
て「
新
品
に
限
り
な
く
近
づ
け
た
い
」

と
い
う
ソ
ウ
ル
が
あ
る
。

　
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
申
請

す
る
際
に
は
、自
社
の
取
り
組
み
や
今
後

の
計
画
を
書
面
に
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。商
工
会
議
所
で
対
応
し
た
の
は
、経

営
指
導
員
の
安
賀
主
事
だ
っ
た
。安
賀
主

事
は
こ
ん
な
話
を
す
る
。

「
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
目
的
と
捉
え

が
ち
で
す
が
、そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。申
請
書
を
作
成
す
る
過
程
で
経
営
計

画
を
自
ら
考
え
て
落
と
し
込
む
こ
と
で
、

課
題
や
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
改
め
て
認

識
す
る
機
会
と
な
り
ま
す
。こ
れ
こ
そ
が

重
要
だ
と
考
え
ま
す
。自
社
の
現
状
や
取

り
組
み
方
を
真
剣
に
見
つ
め
る
こ
と
で
得

ら
れ
た
気
づ
き
は
、何
も
の
に
も
か
え
ら

れ
な
い
も
の
で
す
。事
業
所
の
方
と
共
に

新
た
な
視
点
で
見
つ
め
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
」と
い

う
。

新
品
に
限
り
な
く
近
づ
け
る

補
助
金
申
請
は
決
断
だ
っ
た

一
人
の
仕
事
の
限
界
と
強
さ

補
助
金
を
受
け
る
だ
け
が

目
的
で
は
な
い

　
「
経
営
計
画
な
ど
作
っ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、自
分
に
と
っ
て
は
大
変
な

こ
と
で
し
た
が
、よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。本
当
は
定
期
的
に
見
直
し
を
含
め

て
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

な
ん
で
す
よ
ね
」と
柴
さ
ん
は
補
助
金
申

請
を
振
り
返
る
。Ｃ・Ｓ・Ｔ
の
最
終
形
態

は
、カ
ー
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
手
掛
け
る

こ
と
だ
。今
回
の
取
り
組
み
は
、そ
の
第

一
歩
な
の
だ
。

「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」は
、日
本
企
業
の
86
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
小
規
模
事

業
者
が「
地
域
経
済
」の
主
役
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
の
施
策
だ
。販
路

開
拓（
創
意
工
夫
に
よ
る
売
り
方
や
デ
ザ
イ
ン
改
変
等
）な
ど
、地
道
な
小
規
模
事
業
者
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
も
の
で
、そ
れ
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。費
用
の
３
分
の
２
補

助
、上
限
は
50
万
円
で
あ
る
。
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国宝・彦根城築城４１０年祭事業
Latest Information      vol.5

　国宝・彦根城築城４１０年祭は、平成29年（２０１７）に国宝・彦
根城の天守が完成して、４１０年を迎えることや、ＮＨＫ大河ドラマ
「おんな城主 直虎」の放映を契機に、彦根城をはじめとする彦根の
町の歴史、文化、伝統や自然環境、農林水産業、商工業等、彦根の
魅力を全国・世界に発信すると共に、地域資産の再評価による市
民の誇りづくり、ならびに観光振興による継続的な地域経済の活
性化を図ることを目的に実施されます。
　今回の不易流行では、実施予定事業のうち、彦根城をテーマとし
たVRシアターや井伊家コレクションと江戸期の世界をタッチパネ
ルや映像で愉しむ企画展示の最新情報をご紹介します。

彦根城築城 Introduction
徳川幕府の天下普請
　慶長5年（1600）の関ヶ原合戦

に勝利した徳川家康は、同8年

（1603）に征夷大将軍に任じられ

江戸幕府を開いた。しかし、大坂

城には秀吉の遺児秀頼がおり、西

国は豊臣恩顧の大名たちで占め

られており、江戸を本拠とする家

康の権力行使には限界があった。

　関ヶ原合戦後、家康が配下で最

大の軍事力を持つ井伊直政を近

江の佐和山に配し、同9年（1604）

に彦根城の築城を開始したのは、

西国の抑えの拠点とするためで

あった。

　幕府から6人の奉行が派遣さ

れ、近隣諸国の大名に助役が命ぜ

られるなど、幕府主導の「天下普

請」で工事が進められた。

　慶長10年代に入ると、家康の

大坂城攻略が現実化し、大坂城を

包囲するように長浜城・篠山城・

丹波亀山城・名古屋城が次々と天

下普請で築かれ、彦根城は大坂城

包囲網の要となる重要拠点と位

置付けられていった。

彦根城の２つの正面
　完成した彦根城は、内堀に面して

5つの門が開いている。大手門・表

門・裏門・黒門そして山崎門である。

これらの内、城の正面を意図して築

かれたのが大手門と表門である。現

在は石垣などしか残っていないが、

かつてこれらの門には、内堀に接し

て外門の高麗門があり、その内を鈎

の手に曲げて内門の櫓門が築かれ

ていた。門の形式としては最強の内

桝形虎口であり、彦根城の正面にふ

さわしい重厚な構えである。

　では、なぜ大手門と表門という

２つの正面が築かれたのか。

　築城20年間に彦根城の縄張りが

変更になった結果と考えられる。

築城20年の間に豊臣勢力の一掃を

計った大坂の陣があり、兄直継に

代わって大坂の陣で活躍した直孝

のもとで、大坂の陣後、彦根城は新

たな時代に対応するために、早く

も縄張りが変更され、彦根城の正

面が大手門から表門へ移行したと

考えられる（内堀の内側に配置さ

れていた重臣屋敷が内堀の外な

どへ移動し、藩の施設が整備）。

　築城当初に彦根城の正門とし

て築かれた大手門は城の西に位

置しており、古代の巡礼街道、戦

国期の下街道に接続し、安土城・

近江八幡城などの城下をつなぐ

道として整備されていた。ところ

が、やがて五街道の1つとして中

仙道の整備が本格化し、彦根城下

と鳥居本宿・高宮宿をつなぐ彦根

道も整備され、城下に街道を引き

込むように伝馬町も生まれた。こ

うして彦根城の正面も南東の中

仙道側に開き、表門が正面に移行

したと考えられる。

　　　　『金亀山伝記』には、「一、

御城取立申縄張被致候衆、」とし

て、横地修理（吉晴）、石原主膳（吉

次）、孕石源右衛門（泰時）、早川弥

惣左衛門の四人の名が挙げられ

ている。『金亀山伝記』に「鐘之丸

縄張、御城中第一能出来申候而、

縦京橋口より人数何程押詰候而

も、二重三重ニ弓鉄砲打払、能天

下無双之要害と早川弥惣左衛門

毎度自慢被申候由、御当城ハ信州

川中嶋ニ能縄張似申候由」とあ

り、縄張りをおこなった四人のひ

とりである早川弥惣左衛門が出

来上がった彦根城を自慢してい

たことが記されている。この弥惣

左衛門とは早川幸豊のことで、そ

の父早川豊後守は武田信玄の家

臣であり、築城の名手と呼ばれた

馬場美濃守信房の門弟であった

と伝えられている。また孕石源右

衛門、石原主膳らも武田家の遺臣

であり、後に北条氏政に仕え、さ

らに井伊直政に仕えており、甲州

流軍学を学んでいた可能性が高

い。いずれにせよ、こうした武田

家の遺臣たちの手によって彦根

城の縄張りがおこなわれたので

あった。その典型が弥惣左衛門が

自慢した鐘の丸である。『金亀山

伝記』に記された「当城第一」とは

何を示すのであろうか。

　VR「彦根城 城づくり編・まち

づくり編」も実に楽しみである。

天守の伝来・築城410年の根拠
　『井伊年譜』には、「天守者京極

家之大津城之殿守也、此殿主者遂

ニ落不申目出度殿主ノ由、家康公

上意ニ依而被移候由、棟梁浜野喜

兵衛恰好仕置候而建候由」とあ

り、大津城は、落城しなかった目

出度い天守であった理由をもっ

て、彦根城天守として移築された

のである。

　天守2階東北隅木墨書には、「慶

長拾壱年 午五月廿二日」・天守3

階東南隅木墨書には、「慶長拾壱

年六月二日」とある。隅木の組上

がりを示す墨書から、その後に壁

塗り工事や瓦工事などの工事期

間を考慮すると、天守工事の完成

は慶長11年（1606）の年末から

12年の初め（1607）頃と想定さ

れ、410年祭行事年の根拠となっ

ている。

早川弥惣左衛門
　彦根城の縄張りについては、彦

根商工会議所が出版した『井伊家

十四代と直虎』に、中井均氏が記

している。

　そのなかに、国宝・彦根城築城

410年祭のVR「彦根城 城づくり

編・まちづくり編」で語り部として

登場する、早川弥惣左衛門につい

ての記述がある。一部分を抜粋し

ておくので、興味のある方は是非

『井伊家十四代と直虎』をご一読願

いたい。

慶長  8 年（1603）   3 月　 江戸城普請開始（～寛永15年／ 1638）

慶長  9 年（1604）   7 月 　彦根城普請開始

慶長11年（1606）   4 月 　譜代大名内藤信成、駿府城から長浜城に

　　　　　　　　　　　　移り、長浜城築城

　　　　　　　     8 月　 家康、伏見城から駿府城へ移り、伏見城に

　　　　　　　　　　　　 城番を置く

慶長13年（1608） 12月　 譜代大名松平康重、丹波八上城から

                                                    丹波篠山城へ転封

慶長14年（1609）   8 月　 譜代大名岡部長盛、下総山崎城から

                                                    丹波亀山城へ転封

 　　　　　　　　　　　丹波篠山城と亀山城の築城開始。

慶長15年（1610）   2 月   名古屋城築城開始。

慶長19年（1614）　　　 大坂冬の陣

慶長20年（1615）　　　 大坂夏の陣

■ 天守概要
彦根城天守は、天守台と呼ばれる
石垣の上に築かれている。3階3
重で、石垣に覆われた地下への階
段とその入口の玄関からなり、付
櫓と多聞櫓が付設。「天守台ハ尾
州衆」『井伊年譜』：天守台は尾張
の石工が築く。
■ 天守の外観
望楼型天守：1層目の大屋根の上
に2層目・3層目の望楼が乗る。
破風：切妻破風・入母屋破風・唐
破風そして千鳥破風を多様にバランスよく配す。
■ 天守の構造
通し柱を用いず、各階の柱を順次組み上げている。通し柱を用いない
ため各階の柱位置が自由となり、外観の各層を一定の割合で逓減させ
ている。このことは、彦根城天守が「望楼型」から「層塔型」へと発展さ
せる先駆的構造。

天下普請築城年表

参考 : 彦根プレミアム塾ヒストリア講座第 5講「彦根城大解剖①」（2015 年）
　　   『井伊家十四代と直虎』（彦根商工会議所編・サンライズ出版株式会社・2017 年）

H C C I .  p r e m i u m  s t o r y ⑱

西の丸三重櫓特別展
開催期間：平成29年3月18日（土）～12月10日（日）
展示内容：築城から江戸時代にかけての彦根城や城下町を高精細
なデジタル技術により再現し、櫓内において鑑賞体験の機会を提
供することにより、観光誘客ならびに観光客の満足度の向上を図
り、彦根城の魅力を向上させ、観光振興を図る事を目的にVR
（バーチャルリアリティ）を用いた映像作品を制作します。

①ＶＲシアター
　「国宝彦根城 partⅠ 城づくり」「国宝彦根城 partⅡ 町づくり」  
　－プレイバック城下町彦根城－
映像作品は、今回作成するＶＲ「彦根城 城づくり編・町づくり編」をベー
スに、彦根城に関係する歴史的人物を登場させた、今までのVR作品に
はない壮大なスペクタクルとストーリー性の高い映像作品を製作中で
す。彦根城の設計に携わったと言われる「弥惣左衛門」を語り部とし
て、設計した図面を浮かび上がらせ、城が形成されていく様子を様 な々
葛藤を背景に展開していきます。徳川家康の天下統一に欠かせない
重要な役割を担った彦根城を高精細なデジタル技術により再現、歴史
的人物のエピソードを織り交ぜてエンタテイメント性の高い作品となる
予定です。

天秤櫓特別展
タイトル ：井伊家コレクションと江戸期の世界をタッチパネルで　
　　　  　愉しむ『井伊家 家宝の魅力と江戸期の世界』
開催期間：平成29年3月18日（土）～7月2日（日）
展示内容：江戸時代に西洋は日本・彦根をどう認識し、彦根は世
界にどう目を向けていたのかについて歴史的価値の高い地球儀
や地図を基に解説します。また、井伊家が収集した、彦根が誇る貴
重な文化財である「彦根屏風」や「彦根更紗」、その他名品の価値
と魅力をインタラクティブメディアを用いて展示します。

②デジタル展示　「国宝 彦根屏風（仮）」
　　　　　　　　「彦根城博物館の名品」「彦根更紗を知る」
彦根が誇る貴重な文化財である「彦根屏風」や「彦根更紗」、その他、
名品の高精細画像データを活用したデジタル展示+パネル展示を行
います。作品の見どころを、デジタルルーペを使ってつぶさに鑑賞す
るタッチパネルディスプレイによるインタラクティブな展示となる予
定です。その他にも、平成29年秋公開予定の映画「関ヶ原」とタイ
アップした特別展示や、ファミリー層を対象とした参加型宝探しイベ
ント、絵画、CG、書、彫刻等のアーティストとコラボした展示企画や
アートインレジデンスなどについて現在調整中です。内容が決まり
次第、お知らせします。①映像番組

　「交差する眼差し‐江戸期の彦根と世界（仮）」
フランス国立図書館（BnF）所蔵の地図や地球儀のデー
タを活用し、江戸時代の日本、彦根が当時の世界からど
のように認識されていたか、また、当時彦根は世界へど
のような視線を向けていたのかを概観する映像番組を
展示します。

②企画展示「日本の名城と彦根城」
ＶＲシアターと合わせて「日本の名城と彦根城」をテーマにした「企画
展示」を開催します。彦根城と同時代を生きた名城をVR映像と解説
グラフィックで紹介し、彦根城VR映像が始まるまでの間に気持ちを
盛り上げます。彦根城以外の戦乱の世を支えた城郭たちも高精細Ｖ
Ｒ映像で再現され、そのつくりや佇まいを臨場感あふれる映像演出で
伝えます。井伊家発祥の地「浜松市」とのコラボレーションとして「井
伊谷城」のコーナーも検討し、彦根城の成り立ちへの理解を深めます。
また、会場は城郭のストリートミュージアム形式でレイアウトされ、実際
に城郭に訪れたような映像体験を提供します。　※企画展示は７月
９日（日）まで
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国宝・彦根城築城４１０年祭に向けて様々な民間での
取り組みを紹介していきます。

平成29年3月18日（土）～平成29年12月10日（日）

国宝・彦根城築城４１０年祭事業
Latest Information      vol.5
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ご当地カクテル

炭酸飲料「直政」と「直虎」
　有限会社滋賀飲料は、清涼飲
料の自販機設置や補充を手掛け
る自動販売機オペレーターであ
る。平成25年（2013）年頃から
オペレータという立場を活用
し、独自の試みを展開している。
例えば彦根の袋町にウコンのみ
が並ぶベンダーの設置や、映画
「石榴坂の仇討ち」を支援するベ
ンダー、企業や飲食店とコラボ
したベンダーなど。NHK大河ド
ラマ「おんな城主 直虎」に合わ
せて、滋賀飲料初となるオリジ
ナル商品の開発・販売もその
チャレンジのひとつである。
　井伊家の家紋「橘」をイメージ
したオレンジテイスト「直政」、
最も優しき女性をイメージした
アップルテイスト「直虎」は、い
ずれも麦酒のように泡立つ炭酸
飲料である（１本 230円・330ml ）。
　平成27年（2015）、専務の瀧
圭介さんが彦根商工会議所青年

部で彦根藩初代藩主井伊直政公
顕彰行事に参加し、直政公の知
名度向上を思案するなかで、商
品開発を思い立った。
　平成28年（2016）６月からラ
ベルのデザインなど本格的に商
品化に向けて動き出し、 直虎が
直政の養母であることから、直
虎に因むソフトドリンクもライ
ンナップに加えることになっ
た。そして昨年12月20日販売
開始。410年祭を前に彦根に来
なければ手に入らない商品とし
て期待されている。
　ノスタルジックな雰囲気なが
ら新しさを感じさせるラベル
は、410年祭と滋賀飲料のロゴ
が印刷されている。墨書は彦根
商工会議所が主催する書道教室
の講師前田鎌利氏の揮毫。その
他、ラベルには直虎や直政の生
没年ほか様々な文字情報がデザ
インされているのも楽しい。気

になるのは「直政」「直虎」ともに
「井伊藩主シリーズ」という冠が
付いていることだ。圭介さんに
よると「好評ならば、今後の展開
も考えている」ということだ。
　現在、（株）キントーとコラボ
し「直政」「直虎」各1本とグラス

2個のセット商品や、革と帆布の
鞄で知られる「100 children（ワ
ン ハンドレット チルドレン）」とコラ
ボした革製コースターを開発中
で、近く販売開始の予定だ。

　写真右より「Naomasa~The 
Red Ogre~」「Naotora~女城主
直虎 ~」「祐~You~」。Salon Bar 
Thistle（サロン・バー・シスル）
のオーナーバーテンダー宮下純
さんが考案したオリジナルカク
テルである。ＮＨＫ大河ドラマ
「おんな城主 直虎」の主人公・
井伊直虎をイメージしながら、或
いは、井伊の赤鬼と畏怖され、新
参者でありながら徳川四天王筆

頭にまで上り詰めた直政公にリ
スペクトし創作された。
　宮下さんは、彦根商工会議所
が主催するプレミアム塾彦根ヒ
ストリア講座を欠かさず受講、
『井伊家十四代と直虎』を「この
本の良さや面白さは、井伊家十
四代を一気に読むことができる
ところにあります」と評する歴史
好きである。その宮下さんが考
案したカクテルには、多くのエピ

ソードが詰め込まれている。
　「Naotora」は、今から１年前の
1月31日に生まれたショートカク
テルだ。ベースは忍冬（にんどう）
酒。忍冬とはスイカズラの漢名
だ。生涯現役、天寿をまっとう
した徳川家康が愛飲したとさ
れ、花弁や茎、葉から造る忍冬酒
は滋養強壮に効果があるとい
われている。宮下さんは「冬で
も枯れない耐え忍ぶスイカズ
ラの生命力を、井伊家の苦境を
救った直虎に重ねました。スイ
カズラの花言葉は愛の絆です。
そして、ジンジャーワインと幼
い甘酸っぱい思い出としてイ
チゴのシロップを使い直虎を
イメージしています」という。
　「Naomasa」は、ＮＨＫ大河ド
ラマと国宝・彦根城築城410年
祭を意識し、「Naotora」のレシピ
構成を基本に、ジンジャーワイン
の代わりにジンジャーウォッカを
使い、子孫繁栄の象徴であるザ
クロを用いている。ジンジャー
の花言葉は信頼。彦根藩は江戸

時代260年間一度の国替えもな
く明治維新を迎える。家康に信
頼され彦根藩初代となった直政
のイメージだ。また、ザクロは鬼
子母神が持っている果実であ
る。井伊の赤鬼にも通じる。
　「祐 ~You~」は爽やかなノンア
ルコールドリンクだ。『女（おな
ご）にこそあれ 次郎法師』の著
者 梓澤要さんが、ヒストリア講
座の後Thistleに寄られたときに
誕生した。 「祐」の名は、梓澤さん
の著書に登場する直虎の幼名か
ら名付けられている。
　ちなみに、「Naotora」は宮下さ
んのレシピで浜松のエクシブ浜
名湖で提供されている。
　イメージとエピソード。プロが
考えたカクテルの妙、その凄さを
「Naomasa ~The Red Ogre~」
「Naotora ~女城主直虎~」は教え
てくれるに違いない。

▶開発中のセット商品 ▶開発中の革製井伊家家紋コースター

オレンジテイスト アップルテイスト

Salon Bar Thistle
彦根市旭町９-14  ホテルサンルート彦根1F
tel.0749-22-7071

（有） 滋賀飲料  彦根市本町1丁目12-28 
                   　　tel.0749-22-6499
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ウェブサイトからの申込みも可
http://www.hikone-cci.or.jp/
お問合せ　tel.0749-22-4551・seminar@hikone-cci.or.jp

●受講料  会員500円・非会員・一般700円・学生無料
●場　所  彦根商工会議所４階大会議室
●時　間 18：30開場・19：00スタート

主催 彦根商工会議所（〒522-0063 彦根市中央町３-８ tel.0749-22-4551）・共催  （一社）近江ツーリズムボード

第６講   2017年２月８日（水曜日）
「井伊家の城」  ー GREAT CASTLE 彦根城 ー

第７講   2017年３月29日（水）　「井伊家ゆかりの庭園」  　講師  谷口 徹氏

講師 城郭研究の第一人者
　  中井 均氏 

滋賀県立大学人間文化学部教授。専門は日本考古学、特に中・
近世城郭の研究。小学5年生から中・近世の城跡探検をはじ
め、現在は日本各地の中世・近世城郭の発掘調査・整備の委員
を務める。NPO法人城郭遺産による街づくり協議会理事長。
織豊期城郭研究会代表。大名墓研究会代表。著書は『近江の
城 －城が語る湖国の戦国史－』『カラー徹底図解 日本の城』
『日本の城』など多数。

井伊氏の居城「井伊谷城」が歴史の舞台に登場したのは南北朝時代であ
る。南朝方に与した井伊氏は宗良親王（後醍醐天皇の皇子）を奉じ、井伊
谷城の詰の城「三岳城」（浜松市）に籠もり、北朝方と熾烈な戦いを展開し
た。戦国時代、井伊直虎が家督を継ぎ城主となった城である。
中世城郭「井伊谷城」と近世城郭「彦根城」、ふたつの井伊家の城に研究者
の視線で迫りながら、唯一無二の彦根城の魅力について学ぶ。
2017年はNHK大河ドラマ『おんな城主 直虎』・「国宝・彦根城築城410年
祭」。彦根で暮らすなら知っておきたい城についての話である。

彦根ヒストリア講座しごと・くらし・おもてなしで役立つ

彦根プレミアム塾
NHK大河ドラマ『おんな城主 直虎』の放映が、そして、3月には「国宝・彦根城築城410年祭」
が始まる。2017年をより楽しむためのヒストリア講座、ラスト２講。

February.2017女性会通信   

　本年もよろしくお願い申し上げます。
　当社は平成6年4月に、日本マクドナルドフランチャイジー
として夫が株式会社ユーコーとして独立致しました。開業か
ら今年で２３年を経過し現在は彦根、豊郷、近江八幡、水
口、甲西で１２店舗での営業をさせていただいております。
　残念ながら１号店の彦根アルプラザ店は昨年３月に閉
店させていただきました。閉店に際してはたくさんのお客
様に感謝と励ましのお言葉をいただき本当にありがたく思
いました。
　３年ほど前にマクドナルドの食品の安全性や異物混入問
題で社会ニュースとなり、お客様離れを引き起こしてしまい
売り上げも激減しました。非常に大変な時期でしたが従業
員と力を合わせ再度原点に戻り、お客様の信頼を取り戻す
べく精一杯の努力をさせていただきました。おかげさまでお
客様の数も昨年あたりからは少しずつではありますが、回復
しております。今年もマクドナルドでは色々な楽しい企画が
たくさん準備されております。
　「I’lovin’it」お客様のお気に入り
の場所であり続けられるように頑
張ってまいります。私はベルロード大
藪店にて働いております。お越しの
時は声をかけてください。
　皆様のご来店をお待ち申し上げて
おります。

　平成29年1月19日（木）、大雪の合間に女性会新年会が開催され、総勢40
名の参加を頂戴しました。今年の干支は酉年ですが、「運気を酉こむ」と言わ
れ、商売繁盛につながる年とも言われています。今年も会員の皆様にとりまし
て良い年でありますよう、ご健勝並びに事業のご隆盛を祈念いたしております。
　オープニングは小学生落語家 西畑奏音さん（１０歳）による落語、お題は「寿
限無」。歯切れの良い口調で、会場を初笑いで飾っていただきました。藤田会
長・小出会頭のご挨拶、ご来賓、今年の廻り年の皆様の紹介に始まり、賑や
かにスタート。お食事はフランス料理専門、篠原シェフのフレンチを召し上がっ
ていただきました。

　宴たけなわの中アトラクションといたしまして、チェンバロ奏者 小林佑香さ
ん、ヴァイオリン奏者 足木かよさん、おふたりに演奏を披露していただき、きれ
いな音色、こころ和む素晴らしい演奏に惜しみない拍手が送られました。ありが
とうございました。ビンゴゲームでのプレゼント、『井伊家十四代と直虎』の書
籍、親睦委員手作りの品、シクラメン等  々たくさんのお土産をお持ち帰りいた
だきました。
　「上を向いて歩こう」「ふるさと」「琵琶湖周航の歌」を全員で歌い、こころひと
つに、親睦委員の皆様のご尽力によりまして無事終えることが出来ました。今
年一年、会員の皆様がハッピーでいられますよう願っております。 ありがとうご
ざいました。感謝。　　 　　　　　　　　　　　 （株）田部不動産　田部清子

■平成29年3月15日（水）県女連 駅前一斉清掃INFORMATION

2017年 女性会新年会を開催 あのね～  　　　　     女性会事業所紹介
法村 浩子
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青年部伝言板 ■日本商工会議所青年部第36回全国大会いわみざわ大会2月23日（木）～25日（土） 於：岩見沢スポーツセンター他  ■納会例会 3月
16日（木）19時～ 於：龍鱗  ■会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。

　
昨
年
12
月
17
日（
土
）に
彦
根

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て
、青
年
部
メ
ン

バ
ー
と
家
族
を
併
せ
て
１
２
３
名
参

加
の
も
と
冬
季
親
睦
例
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
毎
月
開
催
し
て
い
る
定
例
会
と
は

異
な
り
、日
頃
支
え
て
頂
い
て
い
る
会

員
の
家
族
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、会

員
間
の
交
流
と
家
族
へ
の
日
頃
の
感

謝
を
伝
え
る
場
と
し
て
、お
も
て
な
し

が
出
来
る
よ
う
趣
向
を

凝
ら
し
ま
し
た
。私
自
身

は
、担
当
委
員
会
と
し
て

企
画
・
運
営
の
部
分
で

携
わ
ら
せ
て
頂
き
、会
場

入
り
口
で
サ
ン
タ
の
衣
装

を
ま
と
っ
た
メ
ン
バ
ー

と
と
も
に
、動
物
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
や
ウ
エ
ル
カ

ム
ボ
ー
ド
を
準
備
し
お

出
迎
え
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、ゆ
る
キ
ャ
ラ
た

ち
に
ス
テ
ー
ジ
へ
出
演

し
て
も
ら
い
、バ
ル
ー
ン

を
積
み
上
げ
た
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
の
点
灯
式

を
も
っ
て
開
会
し
、美
味

し
い
コ
ー
ス
料
理
や
ド

リ
ン
ク
を
堪
能
頂
き
な

が
ら
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
余
興

へ
と
移
り
ま
し
た
。委
員
長
が
ピ
コ

太
郎
に
扮
し
、ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち
と
共

に『PERFEC
T H
U
M
A
N

』の
ダ

ン
ス
を
踊
り
、豪
華
景
品
を
掛
け
て

テ
ー
ブ
ル
対
抗
で
玉
入
れ
合
戦
を
行

い
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
い
つ
も
青
年
部
活
動
を

支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
奥
様
に
対
し

て
感
謝
の
思
い
と
お
子
様
へ
の
メ
ッ

冬
季
親
睦
例
会「
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」を
開
催

〜
家
族
へ
の
感
謝
を
込
め
て
〜

湖
東
設
備
商
会  

林 

直
都

【
事
業
所
名
】西
澤
登
記
測
量
事
務
所

【
氏
名
】西
澤 

彰
朗

【
生
年
月
日
】昭
和
47
年
４
月
30
日

【
趣
味
】マ
ラ
ソ
ン
、ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

【
血
液
型
】Ｏ
型

【
座
右
の
銘
】笑
う
門
に
は
福
来
た
る

日
々
細
か
い
測
量
を
仕
事
と
し
て

い
ま
す
が
、大
ら
か
な
性
格
を
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、青
年
部
に
入
会
し
ま
し
た

湖
東
設
備
商
会
の
林
と
申
し
ま
す
。

　
住
宅
設
備
の
工
事
全
般
を
承
っ
て

お
り
、建
物
の
小
さ
な
水
漏
れ
か
ら
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
ま
で
お
客
様
の
生
活

が
快
適
な
も
の
と
な
る
よ
う
お
手
伝

い
致
し
ま
す
。ま
た
、水
ま
わ
り
の
事

な
ど
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
！

　
青
年
部
活
動
を
通
じ
て
、人
脈
を
広

げ
て
い
く
と
共
に

様
々
な
方
と
交
流

を
す
る
こ
と
で
自

身
の
成
長
に
繋
げ

る
よ
う
活
動
し
て

参
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
ズ
ス
マ
イ
ル

青
年
部
事
業
所
紹
介

青
年
部
メ
ン
バ
ー
紹
介

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
入
れ
た
ポ
イ
ン
セ

チ
ア
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
事
業
を
通
じ
て
、メ
ン
バ
ー
同
士
の

絆
を
深
め
、お
互
い
が
信
頼
し
達
成
感

を
共
有
で
き
る
仲
間
が
い
る
こ
と
に

感
謝
す
る
と
共
に
、私
自
身
も
今
後
の

青
年
部
活
動
を
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
い
ど
お
お
き
に

（株）ユーコー 

▶感謝を込めてポインセチアの贈呈 ▶お出迎えのバルーンアートとウェルカムボード

チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
カ
フ
ェ
＆
バ
ー
伊
沙
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
音
瀬
伊
都
子

滋賀事務所 
〒520-0051 大津市梅林1-3-10  滋賀ビル６階

企業間の人材マッチングを支援しています
経済・産業団体、ハローワーク等と連携し、全国ネットを通じて、  人材の確保、従業員の再就職支援に努めています。

確かな実績と信頼 幅広いデータベース 相談等の費用は無料
昭和62年に経済・産業団
体と国の協力で設立された
公益財団法人です。

ハローワークや経済団体
などと連携し豊富な人材情
報を提供しています。

情報の提供、相談、あっせん
についての費用はかかりま
せん。

TEL.077-526-3991  FAX.077-526-2761
http://www.sangyokoyo.or.jp/
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㈱滋賀銀行のシンクタンクである㈱しがぎん経済文化センタ－では、四半期ごとに「滋賀県内企業動向調査」を実施している。
今回「2016年第４四半期（10－12月期）」の調査では、939社を対象に332社からの回答を得た。このうち、湖東地域（彦根市・
愛荘町・豊郷町・甲良町・多賀町）からの回答は43社だった。

地域経済データ
しがぎん経済文化センター「滋賀県内企業動向調査」より

湖東地域の景況感は大幅に改善もマイナス水準

設備投資実施は５割割れ
　今回の調査期間（10－12月期）内に設備投資を実施

した（する予定）企業の割合は、湖東地域では48.8％で、

前回調査（７－９月期）の51.0％から低下、再び５割を

割り込んだ。

　設備投資実施予定（未確定を含む）の主な内容をみる

と、湖東地域では「生産・営業用設備の更新」（40.9％）が

トップ、次いで「生産・営業用設備の新規導入」（36.4％）、

「車両の購入」（31.8％）、「ＯＡ機器の購入」（18.2％）と

なった。

　なお、来期（17年１－３月期）に設備投資を実施する

企業の割合は、湖東地域では33.3％に低下し、県全体

（39.1％）を下回る見通しだ（図表３）。

ボーナス「支給する」企業は約９割で
県全体を上回る
　湖東地域の企業の今冬の“ボーナスの支給予定”は、

「支給する」の割合は88.1％で、県全体（80.1％）に比べ

＋8.0ポイントと大きく上回った。

　業種別にみると、非製造業では95.5％と９割を超え、

県全体の非製造業（79.8％）と比べて＋15.7ポイントと、

大幅に上回った。製造業は80.0％で、全体の製造業

（80.5％）とほぼ同じとなった（図表４）。

支給予定額は0.6％の減少
　湖東地域の“１人当たりのボーナス平均支給額”は、

「増やす」が17.5％で、「減らす」（15.0％）をやや上回っ

た。一方で同程度とする企業は55.0％と半数を超えた。

県全体との比較では、「増やす」割合は1.3ポイント、

「減らす」は3.3ポイント、どちらも上回った。

　業種別にみると、製造業では「増やす」（21.1％）が

「減らす」（15.8％）を5.3ポイント上回って県全体

（22.2％）並みとなったのに対し、非製造業は「増やす」

と「減らす」がともに14.3％で、「増やす」は県全体

（10.9％）を3.4ポイント上回った（図表５）。

　具体的な“ボーナス支給予定額”をみると、湖東地域

の１人当たりのボーナス支給予定額は399,288円（月

平均給与の1.40カ月）、前年比－0.6％となった。県全

体（441,746円、同－0.1％）との比較では、金額が約

42,000円低く、伸び率でも湖東地域の減少幅が大きく

なった（図表６）。

　個別意見として、「人件費の高騰等は、人手不足
の問題が大きい。本来高業績でのボーナス支給が

望ましいが、最低レベルの業績の下支えのために

支給は必要である（小売業）」「いつも通りの冬

ボーナスが支給できるよう努めたい（その他非製

造業）」などがみられた。

景況感は、マイナス幅が大幅に縮小
　今回の調査期間（2016年10－12月期）での湖東地域の

自社の業況判断DIは－14だった。前回（７－９月期：－

30）から16ポイント改善し、マイナス幅が縮小した。県

全体（－13）との比較では、１ポイント下回った。

　業況判断の個別コメントから、「良い」理由としては、

「受注好調」（繊維）、「工事物件が大きく材料費が低下」

（建設）、「減収だが利益率の改善で増益」（その他の非製

造業）などの意見が見られた。一方で「売上５％減少」

（一般機械）、「印刷需要減少、書籍離れによる減収」（紙・

パルプ）、「円高の影響による大手ユーザーの減収で売

上減少」「衣料品不振の影響で売上減少」（卸売）など、厳

しい意見が多かった。

　３カ月後（17年１－３月期）は２ポイント改善の－

12とマイナス幅が縮小、県全体（－12）と同水準の見通

しを示した（図表１）。

経常利益ＤＩプラス水準に回復
　湖東地域のその他のＤＩ項目をみると、売上ＤＩは

－26と前回（－22）から４ポイント低下し、マイナス幅

が拡大した。見通しは－16と大幅に改善するが、マイ

ナス水準のままである。経常利益ＤＩ（－18→＋２）は

前回マイナス水準に低下したが、再びプラス水準に回

復。但し見通しは－２と再びマイナス水準に低下する。

製・商品の在庫ＤＩ（＋10→＋23）は大幅に過大感が強

まった。販売価格ＤＩ（－10→－10）は前回と同水準に

なった。仕入価格ＤＩ（＋６→－３）は、大きく低下し

県内地域で唯一マイナス水準となった。生産・営業用

設備ＤＩは（－６→－５）はマイナス幅がやや縮小し

た。雇用人員ＤＩ（－26→－35）は９ポイント悪化。見

通しも－33となり、依然、湖東地域は雇用人員の不足感

が強いようだ（図表２）。

 ・ 質問の「プラスの選択肢（良い・増加・過剰・上昇）の回答割合」から「マイナスの選択肢（悪い・
　減少・不足）の回答割合」を引いた指数。 
 ・ 各項目の水準や方向性を示す。

【分析方法】ＤＩ（ディフュージョン・インデックス）
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（％・ポイント） 図表１ 自社の業況判断ＤＩの推移(湖東地域）

当期ＤＩ 当期ＤＩ

（県全体）

かなり良い やや良い やや悪い かなり悪い

（ｎ＝43）

（見通し）

11年3月

東日本大震災
14年4月

消費税率８％

12年12月

政権交代

16年
1－3月期

16年
4－6月期

16年
7－9月期
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1－3月期
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図表2　その他のＤＩ項目（湖東地域）
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図表2　その他のＤＩ項目（湖東地域）
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図表３ 設備投資の主な内容（複数回答）
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図表４ 冬季ボーナスの支給予定［正社員］（業種別）
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図表５ １人当たりのボーナス平均支給額（業種別）

増やす 同程度 減らす 未定

 
 

単位 全体 湖東
１人当たりの月平均給与 円 294,623 285,237
ボーナス支給月数 カ月 1.50 1.40

円 441,746 399,288
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イータックス

以下のことにご留意願います。
●当会場で納税はできませんので、お近くの金融機関をご利用く
　ださい。
●彦根税務署庁舎内には申告書作成会場を開設しておりません。
　（税務署では申告書の受理・納税・用紙の交付・納税証明書の発行
　 等を行います。）
●彦根税務署は土・日・祝日は閉庁しております。

　確定申告書は「前年の申告書の控」及び「平
成28年分確定申告の手引き」等を参考に、ご
自分で作成していただきますようお願いいた
します。
　国税庁ホームページ「確定申告書作成コー
ナー」（http://www.nta.go.jp）で確定申告書
が簡単に作成できます。
　確定申告書の提出は郵送でもできますの
で、是非ご利用ください。（郵送での提出先は、
彦根税務署です。）

お問合せ先：彦根税務署  TEL.22-7640
e-Taxホームページをご覧ください。
http://www.e-tax.nta.go.jp

申告書は、自分で書いて、お早めに！

彦根税務署からのお知らせ

開設期間　2月16日（木）～3月15日（水）（土・日は除く）
相談受付　9：00～16：00
※会場の混雑状況により早めに相談受付を終了する場合があります。
※当会場の駐車場は大変混雑しますので、電車・バス等の公共交通機関をご利用ください。

申告書作成会場は、今年も彦根商工会議所（4階）です!
税だより

　彦根税務署では、近畿税理士会彦根支部の税理士の指導に
よる地区納税相談所を次のように開設いたします。
　特に小規模事業者のために、近畿税理士会彦根支部から派
遣された税理士がご相談に応じておりますので、お気軽にお
越しください。

2月23日（木）13：30～15：00
大学サテライトプラザB・C（アルプラザ彦根６階）
真部敏巳（まなべ としみ）

日　時
会　場
講　師

【確定申告に必要な書類等】
１　確定申告関係諸用紙   
　　※前年分の控え（確定申告書、青色決算書又は収支内訳書）があ
　　れば併せて御持参ください。 
２　売上、仕入、経費などが分かる帳簿書類等
３　社会保険料の支払金額が分かる書類（国民年金及び同基金につ
　　いては控除証明書）   
４　生命（地震）保険料など所得控除の計算に必要な証明書等 
５　本人確認書類の写し   
　　例）マイナンバーカード   
　　例）通知カード及び運転免許証、公的医療保険の被保険者証等 
６　彦根税務署より届いたハガキ及び印鑑

事業承継セミナー
平成28年分
所得税確定申告地区納税相談所開設

相談日時　２月22日（水）、23日（木）、24日（金）
　　　　　いずれの日も10：00～ 12：00
　　　　　　　　　　　 13：00～ 16：00
　　　　　　　受付時間 10：00～ 15：00
相談場所　ビバシティ彦根　２階第一研修室
　　　　　（彦根市竹ヶ鼻町43-1）

問合せ：彦根税務署 個人課税第1部門 TEL.22-7640（内線33）
※自動音声による番号案内が流れた場合は「２」を押してください。

事業承継計画作成のバックアップをいたします！
内　容
①事業承継の進め方の概略
②経営者／経営／資産　3つの承継について。
③事業承継９つの選択肢と、承継方法の
　メリット・デメリット。
④事業承継の問題例・事例の紹介。

参加費

無料
定員50名様
（先着順）

滋賀中央信用金庫 TEL.0748-34-7812
彦根商工会議所　 TEL.0749-22-4551

お問合せ
申込窓口

第二弾として平成29年４月以降に
「事業承継塾」を開催予定です。

CRC企業再建・承継コンサルタント協同組合 代表理事
アセットパートナーズグループ CEO
小樽商科大学商学部卒業。（株）リクルート 住宅情報事業
部、（株）リクルートコスモス（現：コスモスイニシア）流通
営業部を経て、公認会計士事務所の不動産関係会社社長。
1992年（株）アセットパートナーズを設立後、2001年
CRC企業再建・承継コンサルタント協同組合を設立し、代
表理事に就任し、現在に至る。

●

10：30～11：00／13：30～14：00 彦根城天守前
15：00～15：30 彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市観光企画課  TEL.30-6120  公式HP http://hikone-hikonyan.jp/

2月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

しがちゅうしん

2 月 イ ベ ン ト ガ イ ド ディリパ彦根
フリーマーケット
▶3／12（日）9：30～14：0０
▶大阪ガスショールーム
　ディリパ彦根館内
第1８回フリーマーケットがディリパ彦根
で開催されます。館内での開催ですの
で、雨天でも安心してご来館ください。

＊ご出店者さま募集！！ 
　出店料無料、募集区画１5区画
＊出店申込締切 2／26（日）

ＨＰ内イベント申込フォームをダウンロー
ドのうえ、FAXにてお申込みください。
大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

井上銘Jazzアンプラ
グド
▶3／18（土）
　開場 15：30 開演 16：00
▶ひこね市文化プラザ エコーホール
▶料金（全席自由/税込）
　一般 3,000円／高齢者・障がい者・
　学生2,800円／友の会2,500円
　※未就学児はご入場いただけません。

ジャズ・ギターの未来を託された天才・
井上銘が率いる、井上銘Jazzアンプラ
グドが登場。ジャズ・ギター界の伝説的
存在・渡辺香津美も認める、ギターテク
ニックと本場アメリカで培った作曲力
を持つ、井上銘が生み出す、最高にクー
ルなジャズライブです。
演奏予定曲目：レノン＝マッカートニー：
イン・マイ・ライフ / リチャード・ロジャー
ズ：マイ・フェイバリット・シングス ほか

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  http://bunpla.jp　

野菜たっぷり♪
美イタリアン
▶3／20（月・祝）10：30～12：45
▶大阪ガスショールーム ディリパ彦根
▶参加費 1,000円（税込）
▶定員 12名（応募多数の場合抽選）
▶申込締切 3／6（月）

特別公開「雛と雛道具」
▶２／3（金）～3／7（火）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
井伊家13代直弼の愛娘弥千代 （1846-
1927）の雛と大揃いの雛道具を、地元
の旧家に伝来した古今雛や御殿飾りな
どとともに一挙公開。 春の訪れを告げ
る恒例の展示です。
※工事に伴い、常設展示を縮小して開催
しています。詳しくはHPをご覧ください。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

アジア展開セミナー
「ハラールビジネス
セミナー」
～できる一歩から始める
ムスリムおもてなし～
▶２／８（水）14：00～16：30
　 （受付開始 13：30）
▶コラボしが21 ３階
　（大津市打出浜2‐1）
▶講師：ハラールメディアジャパン㈱
　　　  代表取締役　守護彰浩氏
▶受講料　無料　▶定員　40名
▶対象者
　ムスリム（イスラム教徒）向けビジネ
　スやサービスを考えている方
（公財）滋賀県産業支援プラザ・貿易
投資相談窓口 TEL.077-521-6638
http://www.shigaplaza.or.jp/

mamalabo（ママラボ）
～ワークショップフェスタ～
▶2／12（日）10：00～14：00
▶大阪ガスショールーム ディリパ彦根
ママたちが開くワークショップ＆ハンド
メイドの体験型イベント。手作りアクセサ
リー等の販売ブースもたくさんあります。

大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409
http://home.osakagas.co.jp/
       showroom/dilipa_hikone

ひこねで朝市
▶2／19（日）８：００～１２：００
▶護国神社
新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、
パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461

グリルの枠を超えた新
発想 コンロ調理体験会
▶2／21（火）10：30～12：30
　〈申込締切日：2／14（火）〉
▶3／7（火）10：30～12：30
　〈申込締切日：2／28（火）〉
▶大阪ガスショールーム ディリパ彦根
▶参加費  無料
▶定員：8名（応募多数の場合抽選、初
　回の方に限ります）

MENU★マルチグリルを使用：たっぷり野
菜のトマトソースペンネ ★新機能の冷凍
食品モードを使用：ピザ ★ココットダッチ
オーブンを使用：あったかポトフ
最新のコンロやダッチオーブン、マルチ
グリルと呼ばれる焼き網の無いグリル
を使って調理をしていただきます。

ＨＰ内イベント申込フォームをダウンロー
ドのうえ、FAXにてお申込みください。
大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

テーマ展「直弼発見！　
大老・井伊直弼の職務」
▶3／10（金）～4／11（火）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
井伊家13代直弼は安政5年（1858）に
江戸幕府の大老に就くと、幕閣のトップ
として、政務の議論・判断、幕府行事へ
の出席など、さまざまな職務に取り組み
ました。直弼が、日々江戸城で行ってい
た仕事を紹介します。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

MENU・エビと濃厚なカボチャのスープ
仕立て・ベーコンとナスのペンネトマト
ソース・鴨のグリルバルサミコソース～グ
リル野菜を添えて～・バゲット・パンナ
コッタオレンジソース・紅茶

ＨＰ内イベント申込フォームをダウンロー
ドのうえ、FAXにてお申込みください。
大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

キネマと音楽の昼下
がり
▶3／26（日）
　開場 13：30 開演 14：00
▶ひこね市文化プラザ メッセホール
▶料金（全席自由/税込）
　一般 1,800円／高齢者・障がい者 
　1,600円／学生1,000円／友の会
　1,500円
　※未就学児はご入場いただけません。

日本で独自に発達した話芸「活弁」と、
大友良英＆「あまちゃん」スペシャル
ビッグバンドにも参加の新進気鋭の音
楽家たちの生演奏が、古き時代の名作
無声映画を生き生きと蘇らせます。
上映予定作品：「ジャックと豆の木」、
「大学は出たけれど」(監督:小津安二
郎）、「チャップリンの冒険」(出演:チャー
ルズ・チャップリン）他

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  http://bunpla.jp

地方創生「食の商談会」
▶4／27（木）10：00～17：00
▶ピアザ淡海（滋賀県立県民交流センター）
　大津市におの浜1-1-20
▶参加費 無料
▶申込締切 2／28（火）
サプライヤー（売り手）企業大募集！
滋賀県産食材等を使用した自慢の商材
を持っているのに販路がない…売上増
加のために新しい販路が欲しい…
こんな方におすすめの商談会

㈱関西アーバン銀行 地方創生支援室
TEL.06-6281-7259
https://www.kansaiurban.co.jp/
pdf_top/food_shodan.pdf

チケット発売中！

チケット発売中！



和の灯りで心の安らぎを
仏事はもちろんのこと、暮ら
しの中でお使いいただける和
ろうそくを幅広く取り扱って
おります。伝統工芸品である
和ろうそくや貴重なお香に興
味のある方はぜひお立ち寄り
ください。

彦根市河原３丁目２-２４・Tel.０７４９-２6-2106
営業時間 9：0０～19：0０・無休・来店前要予約

蠟喜商店和蠟燭

洋ローソク・線香・焼香一式

お線香 ３割引
お1人様１枚のご利用と

させていただきます。蠟喜商店和蠟燭

彦根市松原町1377／予約専用電話 0120-28-2667
宴会最大80名／駐車場あり（15台）／彦根市内への送迎承っております。
http://www.futabasoh.com/

今が旬です
双葉荘特製天然真鴨鍋

期間限定

● 天然真鴨鍋 お一人様　　
　 7,560円（税・サ込）より
● 一羽丸ごと天然真鴨鍋
　 フルコース12,420円（税・サ込）
　 より
２月末までの期間限定プランです。
他にも近江牛しゃぶしゃぶ・すき
焼きプランなどをご用意いたして
おります。

天然真鴨鍋・天然真鴨鍋フルコース

500円OFF
（要予約）他券・他サービスとの併用はご遠慮ください。

彦根市中央町6-11・1階／TEL.0749-20-6989
営業12：00～21：00／定休日 水曜日

●各種楽器販売
ギター、ベース、ドラム、アンプ、エフェ
クター、ウクレレ、関連アイテムなどを
取り揃えています。
●店頭リペア対応可
リペアマン常駐！即日対応可！
改造や調整のご相談も承ります。
●練習スタジオ完備
モニタリングにこだわった練習スタジ
オを設置。低価格レコーディングにも
今後対応予定です。

・楽器修理致しますのでなんでもご相談くだ
さい。（ギター、ベース、アンプ各種、管楽器等）
・スタジオレンタル1,800円／ｈ～

1,000円以上お買い上げの方に
高級線香お試しセットプレゼント
お1人様１枚のご利用とさせていただきます。

※楽器本体は対象外です。

・２時間以上のご利用でスタジオ料金１０％off
・アクセサリー1,０００円以上の買い物で５％off

質入れしていただいた方に洋ローソクプレゼント

お1人様１枚のご利用と

させていただきます。

安 心 と 信 頼 の ネ ット ワ ー ク

彦根市西今町933番地
TEL.0749-27-0050

東近江市中野町268番地
TEL.0748-20-0050

近江八幡西庄町985番地
TEL.0748-32-0050

彦根市西今町939番地
TEL.0749-22-5000

彦根市西沼波町191番地
TEL.0749-24-9500

犬上郡多賀町多賀1479番地
TEL.0749-48-7500

明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

有効期限2017年3月15日まで

有効期限2017年3月15日まで

有効期限2017年3月15日まで

有効期限2017年2月28日まで

有効期限2017年3月15日まで

有効期限2017年3月15日まで

料亭旅館やす井に隣接
した直営店で、ひとつひ
とつこだわりを持った
お料理の品々で、皆様の
お越しをお待ちしてお
ります。

彦根市安清町13-26／ tel.0749-23-8238
営業時間 11：00～15：00（LO14：30）・17：00～21：00（LO20：30）
宴会最大人数 100名／駐車場 30台／定休日 水曜（祝日の場合は木曜に振替）
設備 サービス： 個室有り・全席禁煙・大型バス可・wi-fiスポットあり

●一口ヒレカツ定食
             1,200円（税別）
●天丼　 1,100円（税別）
●天ぷらカレーうどん
             850円（税別）
●助六　 530円（税別）

他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。
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